
1 
 

 

 

CINGA 活動報告会 
―新型コロナウイルスの影響下の東京で 

いま私たちが取り組んでいることー 

 

 

 

 

 

 

 

 

2020 年 5 月 16 日（土）午後 1 時～4 時 

オンライン（ZOOM ウェビナー）にて開催 

 

主催 特定非営利活動法人 国際活動市民中心 

(CINGA) 



2 
 

 
  



3 
 

第１部 午後 1時 00 分～2時 25 分（85分） 

「東京都外国人新型コロナ生活相談センター

（TOCOS）の役割と現場からの声」 

 
はじめに 

 

NPO 法人国際活動市民中心コーディネーター 

新居みどり 

 

新居：皆さん、こんにちは。きょうは緊急開催活動
報告会「新型コロナウイルスの影響下の東京でい
ま私たちが取り組んでいること」にご参加いただ
きまして、誠にありがとうございます。 
こちら東京は、きょうは雨です。今回この報告

会に約 350 人の方々がご参加いただいています。
私どもの顔は見えると思いますが、皆さまのお顔
やお声が聞こえないのは少し残念ですが、メンバ
ーで一生懸命オンライン報告会を開催したいと思
います。皆さんからのご意見は、機能としてチャ
ットと、もう一つ質問ということで対応していく
ことができますので、そこに書いてください。 
今回は全国の国際交流協会の皆さんも 300 人ぐ

らいの方が参加いただいております。この機会に、
これからコロナの新型ウイルスが長期化する中で、
全国的なネットワーク、つながりができたらと強
く思っております。たくさんの時間があればいい
のですが、限られた時間でかなり凝縮してお話を
していくので、早口になったりするかもしれない
し、あとは少し分かりにくいことがあるかもしれ
ません。そういったことは、後日またゆっくりと
CINGA にお電話いただいたらご説明もしますし、
場合によっては ZOOM で意見交換会なども個別
にできると思いますので、どうぞよろしくお願い
いたします。 
それでは第 1部を開催したいと思います。 
 
 
 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

東京都 生活文化局 都民生活部 地域活動推進課

課長代理（活動支援国際担当）  村田 陽次 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 

 
 
村田：それでは最初に私から、TOCOS（トコス）
の開設の経緯と、東京都が設置した趣旨について
お話をさせていただきます。皆さんの画面に資料
が出ていると思います。事前にメールでも届いて
いると思いますので、そちらの方をご覧になりな
がら、お話を聞いていただければと思います。 
まず TOCOS の概要です。名称ですが、東京都

外国人新型コロナ生活相談センター、略称
TOCOS ということで、英語での名称は資料のと
おりになっております。受付時間は平日の 10 時か
ら午後の 5 時までです。基本的には平日のみの開
設ですが、ゴールデンウィークの 5 連休につきま
しては、間がかなり空いてしまい、それでは不安
が大きくなるだろうということで、3 日間のみ祝
日も特別に開設いたしました。電話番号はこちら
に書いてあるとおりです。外国人の方々にかけて
いただきやすいようにフリーダイヤルにしており
ます。対応言語は日本語をはじめ、英語・中国語・
韓国語・ベトナム語、その他合わせて全 14 言語と
なっております。TOCOS の機能ですが、こちら
の図にあるとおり、外国人、あるいは外国にルー
ツのある方に電話をかけていただきまして、最初
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はやさしい日本語で希望言語の聞き取りをいたし
ます。希望言語を聞き取り、当該言語の相談員が 
対応した上で、内容に応じてそれぞれ保健所や

労働相談情報センター、入管、区市町村といった
専門の窓口に引き継ぎます。また、ここが今回の
特徴なのですが、資料に書いてあるとおり、引き
継ぎ先が言語対応をできない場合、三者間通訳に
よって言語面でサポートする仕組みで運営してお
ります。これを東京都として、今年度 4 月 17 日
（金）から新たに設置いたしました。 

 
開設に至る経緯ですが、まずは課題の認識とい

うことで、少し新型コロナ感染症の拡大を振り返
ります。最初にメディア等で話題になったのが 1
月中旬、中国の武漢が封鎖されて、それに伴って
国内でも紙マスク等が品薄になりました。2 月上
旬には、クルーズ船のダイヤモンド・プリンセス
号が横浜に寄港しまして、船内で大量に感染者が
出たということで大きく取り上げられました。3月
に入りまして、WHO のパンデミック宣言があり、
政府の専門家会議がいわゆる 3 密回避の呼びかけ
を行いました。この頃から、一番早かったのが多
分 J リーグだったと思うのですが、選抜の高校野
球など例年行われている大きなイベント、それか
らコンサートなどが次々に中止になり、社会的に
大きな影響が出始めました。3 月下旬になります
と、3 連休があって、その後に感染者が急増し始め
ました。それとアジアだけではなくて、ヨーロッ
パだったりアメリカだったりと各国でも感染者が

急増し始め、移動制限が行われました。また、社会
的にかなり大きかったのが、タレントの志村けん
さんがこの新型コロナウイルスの肺炎でお亡くな
りになったことです。これらを受けて、東京都と
しても外出自粛を要請するとともに、オリンピッ
ク・パラリンピックを延期するなどの決定を行い、
4 月上旬には緊急事態宣言が発令されて外出や営
業の自粛要請が強化され、感染者数もかなり増え
て、影響が非常に大きくなったという流れだった
と思います。 
こうした状況に対して、我々東京都の生活文化

局としては、元々1 月 2 月に病気が問題になり始
めた頃から、たとえばやさしい日本語によって新
型コロナウイルスについて説明をしたり、あるい
は「皆さん手洗いうがいを行いましょう」みたい
な呼びかけをしたりというような情報提供は行っ
ていたのですが、先ほどのように 3 月に入って、
だんだん社会的な影響が大きくなってきたという
中で、3月の下旬に、都内の日頃からお付き合いの
ある外国人支援団体ですとか、関係者の皆さんを
対象にメールによる調査を行いました。その中で
都内の在住外国人の方々の、感染や社会の不安定
化に起因するさまざまな不安や課題が明らかにな
りました。そして、その中で多く寄せられていた
のが、生活各分野について「そもそもどこに話せ
ばいいんだろうか」「我々はどうしたらいいのだろ
うか」という声でした。内容的にも、資料の方には
抜粋という形で書きましたけれども、雇用就労分
野、子どもの学習、在留資格、差別・偏見、それか
らもちろん新型コロナ感染症そのものということ
で、ここに記載したのは一部ですけれども、様々
な声が寄せられました。 
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こういったことに対して、都は、最初に感染症

が問題になり始めた頃から段階的に行政としての
対策を打ち出しておりまして、先ほどお話したよ
うにどんどん社会的に影響が大きくなっている中
で、3 月末時点には第４次の緊急対策というのを
検討しておりました。新型コロナ感染症そのもの
については、東京都の中では福祉保健局という部
局が所管になるので、そこが日英中韓 4 言語対応
のコールセンターを設置していたのですが、こち
らについては情報提供が中心になっており、この
4 言語以外の少数言語にも未対応の状況でした。
我々都民生活部も、生活に関する諸課題に対応す
るために都庁内の色んな部署との調整を検討した
のですが、そもそも既存の行政の体制では具体的
な案件、先ほどの聞き取り調査に出てきたような
個別の困り事を吸い上げて解決のためにつなぐ仕
組みができていないという問題がありました。そ
こで我々としては、少数言語も含めた相談対応と
適切な関係機関へつなぐ仕組みが必要という認識
に至りました。 
一方、都内では元々外国人に対する様々な支援

事業が行われているのですが、そのうち相談の状
況というのを 3 月下旬の段階で調べてみたところ、
まず都庁内にも一般的な広聴の窓口として都民の
声課というのがありまして、その中で多言語相談
を行ってはいたのですが、コロナの感染が広がっ
て対面相談が停止されておりました。それから、
外国人相談に限らず、電話相談の相談件数が非常

に増えまして、体制がひっ迫している状況でした。
また、都内の様々な自治体や NPO の相談窓口も
ありますが、これもまた感染拡大に伴いまして対
面相談は困難になっておりまして、東京都自身も
そうなのですが、そもそも自治体などは人との接
触を減らすために出勤日を減らす動きがありまし
たので、活動に制約が出ておりました。それと、
我々東京都の関連団体であります東京都国際交流
委員会については、実は昨年度まで相談事業を行
っておらず、今年度から新たに都内の相談の仕組
みを作る事業に取り組む予定だったのですが、3月
末の段階ではまだそのチームが発足していない状
況でした。こうしたことから、3月下旬の時点で都
内全体において、外国人相談に関する対応力が低
下しているという状況がありました。 
こうした中で、じゃあどうしましょうというこ

とで検討しまして、東京都として相談事業の必要
性は認識したのですが、すでに都民の声課は相談
件数増で体制がひっ迫しており、同課を除くと外
国人相談事業に関するノウハウを有しておらず、
体制拡充を急に行うのは困難でありました。では
どこか団体と連携して、そういった連携の中で対
応する体制を作れないかと模索することになり、
そこで声を掛けさせていただいたのが、きょうの
報告会の主催者でもあります CINGA でした。か
ねてから我々と連携していたというのもあるので
すが、相談に関して幅広い事業経験を有してらっ
しゃるということで CINGA さんに問い合わせた
ところ、人材や体制について短期間である程度確
保の見込みがあるという回答があったものですか
ら、それでしたらぜひ一緒にコロナの状況につい
て対応する事業ができないかということで、お声
掛けさせていただきました。また、先ほどちらっ
とお話しましたが、東京都国際交流委員会におい
ても、今年度に新たに相談体制を作る予定でした
ので、4 月になれば相談のスタッフを採用すると
いうことが決まっておりました。そういった状況
を踏まえまして、CINGAおよび東京都国際交流委
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員会との連携によりまして、外国にルーツのある
人々の生活課題全般を対象とする相談事業を始め
ることにしました。東京都が福祉保健局で設置し
ていたのは病気に関するコールセンターでしたの
で、我々生活文化局としては、生活課題全般を対
象として必要に応じて関係機関につなぐスキーム
を策定する方向で動きました。3 月末から 4 月上
旬に、病気そのものの対策の所管である福祉保健
局などの都庁内や CINGA、東京都国際交流委員会
との調整を行いまして、都の新型コロナ感染症の
緊急対策として、9 月末までの相談事業の実施を
決定いたしました。 
事業実施を決定してから開始までについては、

当初は 4月 20日（月）の開設を目指していました
が、その間に感染者が増えて、4 月 6 日に国の緊
急事態宣言が出るなど事態が急速に悪化して社会
不安も広がるという状況を踏まえ、1 日でも早く
開設できないかということで、準備を加速いたし
ました。それで人材の確保、システム等の契約手
続き、所管との情報収集や調整、相談員への研修
を短期間で実施し、研修もこういう状況ですので
遠隔で行い、チラシ作成なども突貫工事的に行い
まして、4月 17 日の開設にこぎつけたという状況
です。役所ですので、やっぱり予算上のさまざま
な都合があったりもします。実際のところ、補正
予算を組まないとお金が足りないのですが、その
補正予算というのが 4 月の下旬にならないと付か
ないという状況で、なんとか 1 日でも早くできな
いかということで事業を 2 期に分け、まずは 5 月
6 日までとしました。5月 6 日というのは、緊急事
態宣言の当初の期限です。そこまでが試行実施、
それ以降を本格実施と位置付けて 4 月 17 日に始
めたという形になりました。また、始めてからも
試行期間中は、当初平日の昼間のみの対応として
いたのですが、やはり保健所とか病院へのつなぎ
の必要性から、時間外に対応することも出てきま
す。たとえば、実際にあったのですが、4 月 17 日
の金曜日の夕方に保健所、それから病院へつなぐ

必要のある症状の出ている方からの相談がありま
した。保健所とか病院に行くのはいつになるかと
言うと、病院への検査が翌日土曜日、もしくは日
曜日になるということで、急きょ CINGA や国際
交流委員会とも協議しまして、緊急性が高いもの
については時間外にも通訳を実施することにした
のです。ただし、相談受付についてはきりがなく
なるので、平日のみのままとしました。それから、
ゴールデンウィークについては、先ほどもお話し
たように 3 日間特別に実施しました。また、何し
ろ突貫工事だったものですから、開設した時点で
は相談票や集計方法について、ある程度はできて
いたのですがきちんと固まってなかったので、開
設後の状況を見て修正といった形にして、何度も
言いますけど非常に突貫工事的に開設にこぎ着け
たという状況でした。 
チラシについては、このように作成いたしまし

て、一番左にあるのが最初に作ったものです。こ
れはやさしい日本語とイラストで作りました。真
ん中と右側にあるのが両面で今ウェブサイト等に
掲載しているチラシで、これは 14 言語版を作成し
ております。 

 
開設しまして、やはり都内でこういうふうに外

国人の皆さんの電話相談を包括的に多言語で受け
られるというところがなかなかなかったものです
から、反響もかなり大きく、相談件数も開設当初
は 1 日に 100件を超える電話がかかってきました
し、NHKの報道等でも取り上げられました。 
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経緯については今振り返ったところですが、
TOCOS を短期間で開設できた要因を 4 点挙げさ
せていただきます。まずは外国人支援団体の協力
です。東京都というのはやはり区市町村支援が主
な役割になってきますので、外国人の皆さんと直
接接するようなインターフェイスが少ないという
のが普段からの多文化共生部署の悩みでもあるの
ですが、今回は都内の支援団体の皆さんの協力で、
東京都自体が年度末の繁忙期とか人事異動と重な
って大変なところもあったのですが、効率的に課
題を集めることができました。第 2 に、CINGAさ
んとの連携で、実践的なノウハウや人材を導入す
ることができました。これは日頃からの信頼関係
のたまものだったと思います。また、第 3 に、短
期間で庁内の意思決定ができたということについ
ては、支援団体への聞き取り結果が出た 3 月末に
ちょうど東京都が次の緊急対策を策定していたと
いうタイミングが重なったことも幸いしまして、
数日間で方針策定から意思決定にこぎつけること
ができました。そして第 4 に、何と言っても早期
開設へのこだわりです。準備の作業量の多さや予
算確保の問題から開設を少し送らせてはどうだと
いう声もあったのですが、やはり一日でも早く対
処したいという気持ちから、当初予定よりも 3 日
早めて開設することにいたしました。先ほどもち
らっとお話しましたが、開設初日に非常に重い症
状の出ている外国人の方から相談が寄せられるな
ど、深刻な案件が相次いだことから、これは正し
い判断だったということが言えると思います。 
ここで、東京都として TOCOS設置をした趣旨

についてあらためてお話ししたいと思います。ま
ず、都内の在住外国人をはじめとする外国にルー
ツを持つ方々の、新型コロナ感染症やそれに伴う
生活の不安を軽減することです。また、相談自体
についてできるだけの解決を行うことに加えて、
在住外国人に関する課題を把握し、東京都の多文
化共生施策や各局事業、国際交流委員会の事業に
反映することです。これは実際にやってみると、

やはり課題を引き取って取り組む中で、今までの
仕組み等の不備と言いますか、なかなか対応しき
れないところというのが次々明らかになってきま
した。そういったフィードバックを行っていくと
いうのが大きな趣旨というふうに考えております。
それと 3 つ目なのですが、報道等でもありますよ
うに、今回感染者の方々等に対応する保健所や医
療機関をはじめ、関係機関、非常に体制がひっ迫
しております。在住外国人に対して適切な情報提
供を行い、あるいは通訳機能でできるだけスムー
ズにつなぐことで、そうした現場で対応している
機関の対応の負担を軽減するというのも目的の一
つです。 
続いて、TOCOS の事業の特徴をご説明いたし

ます。まず一つ目ですが、得意分野に応じた東京
都と東京都国際交流委員会、CINGA の役割分担と
連携。東京都は大きい組織ですので、資金力と広
報力がありますし、国はじめ公的機関との連絡調
整ルートがあります。国際交流委員会は、都内の
国際交流協会や支援団体とのネットワークがござ
います。繰り返しお話しているとおり、CINGA に
は外国人相談や専門相談で培ったノウハウ、それ
から少数言語に関する相談員などの人材がありま
す。この三者が連携して取り組むという形を取る
ことで、幅広い対応ができるようになっていると
考えています。 

 
二つ目ですが、遠隔クラウド方式による実施で

す。これは後ほど亀井さんから説明があると思い
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ますが、密集回避、それから準備期間短縮のため
にもコーディネーター、相談員は遠隔で勤務し、
特定のコールセンターは設けておりません。相談
事例や引き継ぎ事項の共有もネットワーク上で実
施しております。 
それと三つ目は、14 言語による相談対応という

ことで、最初はやさしい日本語で聞き取りまして、
当該言語の相談員が対応します。 
つなぐ仕組みの工夫といたしましては、まず相

談員とコーディネーターのユニットがあります。
これは都や関係機関との調整をスムーズに行い、
相談員が電話に専念するために、コーディネータ
ーと相談員というふうに役割を分けまして、コー
ディネーター1 人と相談員 2~3 名で 1 ユニットを
組んで、電話に対応するという形をとっておりま
す。要は、相談員の方はあくまで相談者の方との
やりとりに専念する。それとあるいは、通訳業務
に専念します。コーディネーターの方は、その方々
と一緒にいろんな関係機関との調整を行っていく
ということです。1 日 80件程度の相談を想定しま
して、3ユニットでスタートいたしました。件数の
少ない少数言語の相談員につきましては、バック
アップ相談員という形をとりました。つまり電話
に最初に出る相談員については、電話がかかって
くるのが非常に多いだろうと予想された、たとえ
ば中国語やベトナム語の方を当てる。それ以外の
少数言語の相談員さんにつきましては、バックア
ップとして別途待機していただくという形をとり
ました。 
それと、つなぐ仕組みの二つ目ということで、

電話通訳等の実施です。つなぎ先の機関が多言語
化されていない、特に保健所などが多言語化され
ていないというのは、割と早い時期から指摘され
ていた問題であったと思います。それで、必要に
応じて、電話になりますけれども三者間通訳等を
実施するということで対応しております。先ほど
もお話したとおり、先方の事情によっては時間外
土日も対応しております。 

 
最後に、相談事例の集積およびアンケート調査

による課題把握です。今回相談をやってみて、そ
こで得られたものをフィードバックするというの
も大きな目的の一つと考えておりますので、相談
自体による随時の課題把握と並行して、在住外国
人の困りごとアンケートですとか、あるいは国際
交流委員会のネットワークを生かして、都内の国
際交流協会や外国人支援ネットワーク加盟団体に
対しても調査を実施いたしまして、事業等へのフ
ィードバックを図りたいと考えております。 
相談件数ですが、試行期間の 13 日間で受付件数

は 1,028 件に上りました。平均すると 1 日 100 件
は行かないのですが、開設当初は 100 件を超える
電話がかかってきたという状況です。言語別内訳
ですけれども、1,028 件のうち半分強について、い
わゆるやさしい日本語で対応しています。その後、
英語、中国語。英語は必ずしも英語ネイティブの
方に限らないですが、多いということです。ちょ
っと特徴的なのが、やはり最近、都内にネパール
国籍の方が急増しているということが反映してい
ると思うのですが、ネパール語が割合としてはか
なり多くを占めております。 
分野別の件数ですが、健康不安も多いのですが、

それ以上に経済困窮と企業経営に関するものが多
いです。このうち経済困窮、個人の経済困窮的な
ものが大体 350 件ぐらいで一番多くて、「自分は
10 万円の給付金がもらえるのでしょうか」という
話が非常に多いです。在留資格に関しましては、
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出国制限により帰国できません、健康不安に関し
ては、今熱何度あるのですがどうすればいいんで
しょうといったような話があります。企業経営系、
これは経済困窮もそうですけれども、経営してい
るけれども、今のご時世ですので収入が減ってい
ます、何か支援を受けられないかということで、
支援策を紹介するというようなことが結構あると
いうことです。 

 
そういった対応を行っている中で、運営から見

えた課題ということで 4 点挙げます。1 つは外国
人相談事業への理解や、周知を進める必要がある
ということです。TOCOS は通訳業務も行って、
色んなところにつないではいるのですが、そのこ
とがちょっと勘違いを生んでいるというところも
あって、一部の役所に外国人問題は何でも
TOCOS につなげばいいという勘違い、たとえば
区役所などから、その区役所の業務で解決しなけ
ればいけないことがあるのに窓口に来た人に
TOCOS にかけさせてしまい、結局 TOCOS の方
でそれは区じゃないと対応できませんということ
で、区から回されてきたものを区にリターンする
ということもあって、TOCOS はあくまでも課題
解決の方向性を示すということとつなぐという機
能ですので、できることできないことというのを
はっきりさせた上で、現場の方にも対応していた
だく必要があるのかなと。ここはよりきめ細かい
広報周知が必要ということで、言語を増やした新
しいチラシも作りましたし、ゴールデンウィーク

明けにウェブサイトを開設しまして、そこに取扱
説明の掲載もしております。 
それと 2 つ目は、東京都と東京都国際交流委員

会の処理能力、情報発信力です。都民生活部や国
際交流委員会としては初の相談事業でありまして、
新型コロナ対策、都庁も出勤はなるべく抑制して
いる状況でやっておりますので、その中で新しい
課題に取り組むというのは非常に大変なことであ
るというのが本音のところです。また、先ほど申
し上げましたけれども、ゴールデンウィーク明け
にウェブサイトができましたが、それまでは立ち
上げることができず、情報発信力の面では課題が
あるのかなと思います。今後 TOCOS を運営して
いく上でも、東京都国際交流委員会、それと今日
は詳しくは申しませんが、その後継として事業を
引き継ぐ新たな財団を東京都は立ち上げる予定で
すので、そこで行う相談事業の開始に向けても、
やはりこういった部分を踏まえて体制の強化をし
ていくのが不可欠だろうと考えております。 
それと 3つ目、つなぎ先機関の外国人対応能力、

通訳の受入体制を初めとして、電話通訳センター
だけでは解決できない壁の存在というものがあり
ます。先ほど初日に重い症状が出ていて保健所、
それから病院につながなきゃいけない事例があっ
たと申し上げましたけれども、そのときにつなぐ
のに非常に苦労したんです。それは、病院側での
診断ですとか、検査における外国人対応の問題で、
たとえば電話通訳じゃなくて同行通訳を連れて来
てくださいというような病院が多いのですが、で
も感染症の問題になっているときに同行通訳とい
うのは難しいわけで、そこは電話通訳で何とかな
りませんでしょうか？ということで、調整で非常
に難航して、最終的には受け入れてもらったので
すけれども、やはりそういうつなぎ先の個別の機
関において、多文化共生・外国人支援の観点から
さまざまな対応をする力というのが高まっていか
ないと、なかなか厳しいのかなというところです。 
最後に 4 つ目として、新型コロナ感染症の影響
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というのはすでに長期化していると思うのですが、
これから経済的な面でますます深刻化することが
予測されます。その中でどのように支援策を充実
させていくのかというのは、やはりこの TOCOS
の相談や、また並行して行う調査で判明した状況、
課題をしっかり分析して施策に反映させていく必
要があると考えております。 
まとめです。TOCOSというのは、東京都の我々

都民生活部、東京都国際交流委員会にとって、初
めての外国人相談事業でありまして、首都圏の自
治体レベルとしても、おそらくこれぐらいの規模
のものを短期間で設けたというのは前例のない事
業ではないかと考えております。本事業において、
外国にルーツを持つ多くの人々を直接支援できる
ということにももちろん非常に大きな意味があり
ますし、また、実施を通じて得られる知見・経験と
いうのは何物にも代えがたい成果になるというこ
とで、今回の運営から見えた課題に対応していく
と共に、都内における今後の多文化共生施策の充
実に生かしていきます。今回は感染症という形で
したが、おそらく今回見えた課題というのは、こ
れから危機管理的なもの、たとえば震災ですとか、
また風水害、そういうものにも応用の利くものだ
と思いますので、そういった危機管理的な部分、
それから来年度には延期されたオリンピック・パ
ラリンピックが行われる予定でありますので、そ
こで日本に訪れる多くの外国人の方々への対応と
いったものも併せて、今後の施策の充実に生かし
ていくべきであろうと考えております。私からの
説明は以上になります。長くなりました。 

 
新居：村田さん、ありがとうございました。思い出

すと涙が出るぐらい大変だったなと思うので、ま

たこの辺りのことは、後半の質疑応答のところで

お話していただきたいと思います。それでは続き

まして、東京都国際交流委員会の事務局長の石綿

さんお願いします。 

 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

東京都国際交流委員会事務局長   石綿 晃 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 
石綿：こんにちは。東京都国際交流委員会の石綿
でございます。今、東京都の村田さんの方から、今
回の TOCOSの取り組みについて詳しく説明があ
りましたが、特に私の方は三者協定における役割
のところで気付きがあったことなどをお話したい
と思います。 
これは三者協定でございますが、委員会は長く

運営されていますが、今まではお問合せというよ
うなことで、海外からも含めて若干入ってくるこ
とがありましたが、あくまでも相談業務というこ
とではなくやっていましたので、今回のような本
格的な相談業務に対して、携わるのは初めての経
験でございました。その中で、ちょうど 10月を目
指して相談業務の構築化を図るということで、4月
からチームと言いますか、職員の増強もありまし
たので、ちょうど我々としては本当にいきなり実
践の場面にトレーニングをしないで、キャンプを
しないで、一軍の開幕戦に登場した選手というよ
うな感じで参加をさしていただきました。 
ただその中でも、たくさんの気付きがございま

した。1 つは一番難しいのが、先ほど TOCOS の
役割として、つなぐという言葉がたくさん出てき
たと思うのですが、やはりいろいろなご相談ごと
に対して、そこの場面だけで簡単に解決するもの
はほとんどありません。他の組織、もしくは支援
者につないでいく、そちらで解決する。もちろん
そこは行政であったり、民間であったり、あるい
は NPO と NGO とさまざまな組織がございます
ので、そういったところと結び付けていく、そち
らを紹介し、なおかつ TOCOS の場合は 14 言語
での対応ということで手厚くやっています。また
もう一つは、ときどき出てきたのが、これも皮肉
を言うわけでは全くなくて、私たちもすごく忘れ
ていたと言いますか、見逃していたことなのです
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が、先ほど TOCOS の 14 言語のチラシを作った
ということでお話がありましたが、今はいろいろ
なところで多文化共生外国人住民、もしくは来訪
者の方々に向けての配慮をいただいています。た
だその入口は多言語で対応していたり、外国語で
対応していたりということなのですが、よくある
のはその先お電話してくださいというところで、
その下に Japanese only というのがまさにあるの
です。やはりこれが一番今回のケースの TOCOS
を見ていても、つなぎ先が対応していない、それ
をカバーする仕組みをいち早く構築できたという
のが成果ではないかと思っています。ただこれは
一朝一夕にはできることではないのと、やりなが
ら、仕組みを考えながら変更していくというのか、
カスタマイズしていくという、この辺はさすがに
長年の経験がある CINGA さんの案が活きている
のではないかと思っています。 

それと、よく世の中では最近スピード感と言うの
ですが、今回は感ではなくて、まさにスピードを
持って対応したと思っています。ゼロの時点が 3
月の末の時点です。そして、先ほど言いましたよ
うに、キャンプの期間は 2 週間ちょっとしかなか
ったわけです。それで、もう 1 軍の試合が始まっ
たという、それを迎えられたというのは、東京都
も生活文化局だけではなく、都庁全体が連携を取
って協力体制を取られたのではないかなと思いま
す。多くは、福祉保健局であったり、産業労働局と
いった生活に密着した部署の方々が理解し協力を
してくれたので、こういう成果が上がっていくの

ではないかなと思っています。私どもの方も、先
ほど 10 月を目指して、相談業務の構築に取り組ん
でいるということを言いましたが、今回の
TOCOS の相談は、この本当に生の声を見せてい
ただいております。やはりそこを私どもなりに分
析をして、それを次のステップに活かしていきた
いと思っています。今までのお問合せということ
と違って、本当に緊急の問い合わせが多い、今回
の体験、経験その業務を通じて得るものは大きか
ったです。ぜひこれを活かして、都内の現実には
区市町村あるいは地域で活動している NPO、
NGOの皆さん方の活動がうまくいくように、その
方々が円滑に活動していけるように、そして、そ
の方々へうまく紹介しつなげていける、円滑にお
引渡しして、解決に結び付けていく、そういうル
ートを作っていく、そういう場面の本当にいい実
践の場ではないかなと思っております。これから
まだまだ勉強し、研究をしながら 10 月を迎えるの
でございますが、TOCOS については、私どもも
一緒になってこれからの運営に携わっていきたい
と思っております。簡単ではございますが、10 月
へ向けて私共も一生懸命準備をしていく中で、微
力ながら TOCOSの運営を一緒にやっていきたい
と思っております。どうかよろしくお願いいたし
ます。 
 
新居：石綿さん、ありがとうございました。東京都

と国際交流委員会と CINGA は、1 週間に 1 回必ず

会って、そして定例的なミーティングをすると同

時に、今から亀井さんのお話をいただくその相談

表等は随時共有しています。守秘義務を守った上

ですけれども、密接にやり方だけではなくて、対

応の相談員さん達の質みたいなところも含めて共

有していきたいと考えてやっております。それで

は続きましては、TOCOS の全体コーディネーター

の亀井玲子さんにお願いします。 
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＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

TOCOS全体コーディネーター    亀井 玲子 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 

亀井：TOCOS の全体コーディネーターをしてお
ります。CINGA の亀井と申します。私からは
TOCOS のシステムのことを中心にお話します。
どんなふうにこの遠隔の相談センターが動いてい
て、どういう仕組みになっているのかという点を
ご説明させていただこうと思います。 
 
こちらが、センターの仕組みと全体図です。 

 
 左側が相談者、それから都内の関係機関です。
相談者からの電話に対応することの他に、保健所
や区役所などの都内関係機関に通訳サポートを提
供することも TOCOSの機能の一つとなっており
ます。中央の緑の部分が TOCOS です。2 つの楕
円の中の赤い文字「PureCloud」と「OneNote」は、
TOCOS のシステムのキーアイテムです。 
 まず、左上の「PureCloud」は、電話を受けるコ
ールセンターシステムの名称で、クラウド上にあ
ります。相談員・コーディネーター全員が、リモー
トで各々のパソコンからインターネットでクラウ
ド上のシステムにログインします。破線はこの
PureCloud というシステムを使って、スタッフが
つながっている状態を示しています。 
 右下の赤い字「OneNote」は、なじみのない方
もいらっしゃるかもしれませんが、これは一般的

な Windows のパソコンには最初から入っている、
もしくは別途購入して広く使われているOfficeア
プリの一つで、Excel やWord、PowerPoint と同じ
シリーズです。パソコンに入っているのを見たこ
とはあるが使ったことがない、という方が多いか
もしれませんが、私たちはこのOneNoteを活用し
て相談センターを遠隔で運営しています。
OneNote の機能については後ほどまた詳しく説
明します。 
 右側に東京都生活文化局都民生活部、その下に
東京都国際交流委員会があり、この 2 つの機関か
ら矢印が TOCOS 内部の OneNote に入っていま
す。このOneNoteはセキュリティの強固なクラウ
ドの中にデータがあり、こちらから組織 ID を発
行した者でないとアクセスができないようになっ
ています。TOCOS はこのクラウド内の OneNote
の中に日々の相談票を作成し、東京都生活文化局
都民生活部と東京都国際交流委員会の方がここに
直接アクセスできるように構築されています。 
 
次に、具体的にどういう形で電話を受けるのかと
いう仕組みについて説明します。 

   
 TOCOS の電話番号は１つで、通話無料のフリ
ーダイヤルです。相談者が、0120-296-004 にかけ
ると、最初にやさしい日本語のガイダンスが流れ
ます。そしてガイダンスの後に最初にコールを取
る相談員は「こんにちは」「もしもし」と、やさし
い日本語で最初の対応をします。ガイダンスによ
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る言語の振り分けはしていないことと、システム
上、かかってきた電話は最も待機時間の長い相談
員から順番に自動で振り分けられる仕組みとなっ
ていることから、どの相談員にどの電話が入るの
かということは、こちらではコントロールできま
せん。そのため、入口はやさしい日本語で対応と
いうことで統一しています。相談員が電話を取っ
た後、希望の言語のある方はその旨を伝えてこら
れますので、その時に各言語対応の相談員へ転送
するという仕組みになっています。 
 コールを最前線で取る相談員は、曜日ごとの交
代シフト制で毎日 7 名配置しています。後ほどま
たご説明しますが、コーディネーターとバックア
ップ相談員は、後方で待機している形になってい
ます。 
 
TOCOS の対応言語はこちらの 14 言語です。 

 
 全体的な人数構成は、コーディネーター7 名、相
談員 15 名、バックアップ相談員 13 名、合計 35 名
の体制です。 
 
 それでは、「相談員」と「バックアップ相談員」
の違いについて説明します。 

  
 相談員は相談対応をします。相談者から直接必
要な聞き取りをして、アドバイスや情報提供を行
います。また、具体的な回答を求めるというより
も、不安な気持ちを聞いて欲しいという相談もあ
り、傾聴することも含まれています。そして、
TOCOS のもう一つの機能である、関係機関への
通訳サポートも行います。相談員は、自宅のパソ
コンで PureCloudにログインしてヘッドセットを
付けて仕事をしています。毎日 7 名が相談者から
の電話を取っています。そして、日々OneNote を
活用して情報共有を行い、対応した相談の相談票
を作成します。 
 
 バックアップ相談員は、予め配布された業務用
スマートフォンを使用し、専用アプリにログイン
して業務にあたります。TOCOS に入ってくる相
談者からの電話は直接取れないようになっており、
後方で待機しています。バックアップ相談員は
OneNote の相談票へのアクセス権限はなく、情報
共有のノートブックだけを閲覧できるようになっ
ています。これが物理的な違いです。 
 
 次に、コーディネーターの役割について説明し
ます。主に、4 つの役割があります。 
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1) 相談対応フォロー 
 相談員・バックアップ相談員の相談対応のフォ
ローをします。相談員が対応中に何か分からない
ことがあればコーディネーターに確認することも
ありますし、こちらから対応指示を相談員へ出す
こともあります。三者通話でバックアップ相談員
が担当した案件は、一緒に対応したコーディネー
ターが相談票を作成します。毎日の相談票の作成
補助やチェックも行います。 
2) 情報収集と共有 
 重要なのが、コロナに関する情報収集と共有で
す。様々なニュースが毎日のように流れてくるた
め常に情報収集を行い、それを TOCOS内で共有
しています。東京都から提供していただいた資料
等を、TOCOS 内で共有することもあります。具
体的な情報共有の方法は 3 つあります。毎朝の業
務開始前にZOOMで顔合わせと朝礼を行います。
業務終了後にも、ZOOMで集まってその日の相談
の共有と振り返りの夕礼をしています。資料や相
談対応マニュアル、Q&A などは、OneNote のノ
ートブックにアップして全員で共有しています。 
3) 東京都・関係機関との連絡調整 
 現場の相談対応において、必要に応じて東京都
生活文化局と連携したり、都内関係機関との連絡
調整をしたりします。例えばある相談者が区役所
で相談したいけれども、言葉が分からないから手
伝ってほしい、という場合には日時調整をした上
で希望言語の通訳を配置してサポートを実施する、

また通訳を提供する場所の環境によっては
TOCOS のシステムを使って三者通話でつないで、
相談者と関係機関と TOCOSの通訳、いう形で通
訳サポートを行うという調整も可能です。 
4) 相談対応 
 コーディネーターは直接相談者からの電話は取
りませんが、常に相談員の後方で待機しています。
関係機関と連携が必要な対応、難しい案件、重要
な案件、その他、クレームなどは、通話を転送して
もらいコーディネーターが直接対応します。勤務
形態は、相談員と同じく自宅パソコンとヘッドセ
ットを使用し、PureCloud にログインして業務を
行います。 
 コーディネーターの役割の中で一番重要なのは、
情報共有だと思っています。相談員・バックアッ
プ相談員の皆さんもこの点は大変熱心で、新しい
情報・新しいニュースが出るとすぐにコーディネ
ーターにお知らせしてくれます。TOCOS では、
持っている情報を常にアップデートしており、全
員がその日の業務前には必ず OneNote の最新情
報を読むということを徹底しています。 
 
 次に、TOCOS で使用している３つの相談票に
ついて説明します。 

 
 TOCOS では、対応した相談について相談票を
作成しています。相談票の内容は、対応言語、相談
テーマ、対応内容(案内したり、つないだ関係機関
など) の分類項目と、具体的な相談内容と回答を
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記述する部分があります。この基本の相談票の他
に、相談票 A と相談票 B という専門的な相談票も
用意してあります。 
 一つ目は、保健に関する「相談票 A」で、健康不
安の相談で、熱がある、咳が出ている、などの症状
が出ている方に対して聞き取りを行うときに使用
します。「これは検査が必要かもしれない」という
相談者がいた場合に、スムーズに保健所につなぐ
ことを想定した項目が入った相談票です。 
 もう一つは、労働問題用の「相談票 B」です。労
働相談の対応において、専門機関につなぐ際に必
要と思われる聞き取り項目を、TOCOS オリジナ
ルで作成しました。普段作成するのは、通常の相
談票だけですが、保健所につなぎたいケースや労
働問題の聞き取りで深いものが必要だという相談
に関しては、相談票 A(保健)/相談票 B(労働)を併
せて使う運用になっています。 
 
 次に、遠隔相談センターのシステム導入につい
てお話します。 

  
 今回 TOCOSを立ち上げるというお話を頂いた
際に、遠隔の相談センターをやりたいということ
を申し上げました。その理由は 4 つありました。
TOCOS 立ち上げの準備期間は、3 月 31 日から 4
月 2 週目にかけてでしたが、ちょうどその頃は東
京都および周辺地域で新型コロナの感染拡大が著
しい状況下にありました。そのため、1つ目の理由
は「スタッフの安全の確保」で、これは当時私の頭

の中にあった最優先事項でした。 
 2 つ目は、先に村田さんからお話がありました
とおり、非常に短期間での相談センター立ち上げ
だったために時間的・物理的な制約があったこと
です。事務所を探したりパソコンや電話機を人数
分揃えたりといった準備が難しい状況から、コス
ト面や物理的なメリットを考えて、クラウド式の
コールセンターシステムを活用して、全員が遠隔
で仕事をすればよいのではないかと思いました。 
 3つ目は、既存のチームの存在です。CINGAで
は 2018 年度･2019 年度の 2 年間、外国人技能実
習機構の母国語相談センターを受託しておりまし
て、そこで 2 年間、一緒に外国人相談事業に携わ
っていた優秀なメンバーが全員揃っていました。
コーディネーター、相談員、バックアップ相談員
による 14 言語の相談体制を構築するにあたって、
既に同じメンバーで 2 年間外国人相談を行ってき
た実績と信頼関係、相談員として大変高い能力を
持った方々の存在が、遠隔システム導入の決め手
の一つでした。また、この外国人技能実習機構の
母国語相談は 8 言語対応だったのですが、不足し
ていた他の言語の相談員の確保については
CINGA ネットワーク内のベテラン通訳の方々に
協力を得ることができ、14 言語全てで素晴らしい
メンバーを揃えることができました。この点は
TOCOS の最大の武器だと思っております。 
 4 つ目は、遠隔システムに将来性があると思っ
ていたことです。以前から「台風や大災害などが
起こってスタッフが出勤できないときに、従来の
ようにどこかのオフィスに集まって相談対応を行
う形だけでは対応できないこともある。困ってい
る人や緊急の相談はいつ入ってくるかわからない。
状況に応じて遠隔で対応できる相談センターがで
きないだろうか」ということをずっと考えていま
した。今現在は、コロナ感染状況は徐々に収束し
つつありますが、今後再び同じような感染拡大や
外出制限がおこる可能性もゼロではないですし、
コロナに限らず、自然災害や大きな事故など、何
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かがあったときのためにも、新しい形の相談セン
ターの構築にチャレンジしてみたいという考えが
ずっとあったことから、ぜひ TOCOS でやらせて
いただければと思い、今回それが実現したという
形になっています。 
 遠隔での相談センターを実際に運営してみて、
最初は全員が別々の場所にいる相談センターとい
うもののイメージがわかなかったのですが、毎朝
ZOOMの朝礼で顔を合わせて、元気な皆さんの顔
を見て、仕事中もチャットなどでコミュニケーシ
ョンを取りながら仕事をしている様子を見て、こ
ういう形もいいなと思いました。 
 
 次に、先述の「OneNote」についてお話します。 

  
 「OneNote を使ったことがない」という方もた
くさんいらっしゃると思いますが、これは Office
アプリの一つです。OneNoteには 1) 共有機能 2) 
同時編集機能 3) 検索機能という 3 つの大変便利
な機能があります。OneNoteとは何か、を一言で
表すと「デジタルのノート」です。イメージとして
は、誰かが作った一つのノートがあって、それを
共有すると、複数の人がその同じノートを見るこ
とが出来る、というものです。 
１）共有機能 
 共有されたノートに、色々なニュースや、新し
い制度についての情報をコーディネーターが書き
込むと、スタッフ全員がそのページを見に来られ
るようになっています。この機能を活用して、毎

朝の連絡事項や情報共有、他には勤怠管理なども
OneNote で行っています。業務の指示もOneNote
の連絡ノートで行います。 
 OneNote を相談センターで利用する際に最も
よいと思う点は、一人の相談員が記入している相
談票を、他の相談員やコーディネーターがリアル
タイムで見ることができることです。遠隔でも
OneNote を通じて相談内容を把握でき、どのよう
な回答をしたのかいう対応状況が文字化されて確
認できます。また、先ほどこのOneNoteには東京
都生活文化局と国際交流委員会もアクセスできる
ようになっていると申し上げましたが、TOCOS
で作成した相談票を東京都へ提出する作業も
OneNote 上で「共有」する形で行っています。ま
た、OneNote の優れている点は、ノートブック上
に Excel、Word、PowerPoint、PDFなど、ほとん
どの種類のファイルを添付することができること
です。相談票やデータを「共有」することで、これ
らのファイルを毎日メールで送付する手間が省け
ます。 
２）同時編集機能 
 これは、1 枚の相談票を複数の人が同時に編集
できる機能です。例えば、1 人の相談者に 2 人の
相談員が対応するという状況があります。
OneNote の相談票を使うと、1 人目の相談員が記
入している相談内容の下に、次に対応した相談員
が自分の対応内容を、もしくはコーディネーター
が補足コメントなどを、「同時に」書きこむことが
可能です。通常、ExcelやWordなどのファイルは、
1 人の人が開いていると、同じファイルを別の人
が同時に別のところで開くことはできませんが、
OneNote の場合はそれが可能で、1 枚の相談票に
複数人が同時に書き込むことができます。
TOCOS では、この機能を利用してOneNoteで相
談票を作成しています。 
3)検索機能 
 もう一つの便利な機能は、OneNote内部の文字
検索ができることです。例えば給付金のお問合せ
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の対応中に「個人事業主向けの支援はないです
か？」と言われたとき、検索ボックスに「個人事業
主」とキーワードを入れて、この単語が含まれる
ページを抽出することができます。OneNote の中
に共有されている情報は内容も多岐にわたり、量
も膨大ですので、この検索機能を使って目的の情
報を素早く見つけ出すことが大事です。他には、
継続相談の場合に同じ相談者の以前の相談票を取
り出すときにも使います。名前や電話番号、相談
内容など、文字であれば何でも検索できます。 
 また、検索機能は、特定の相談内容を抽出する
ことで、相談傾向の分析にも活用できます。例え
ば、今日は健康不安の相談がいくつあったのかを
知りたいときに、「熱」というキーワードを入れて、
その日の相談票が置いてある範囲を指定して検索
すると、「熱」という単語が入っている相談票が一
覧で表示されます。 
 このように、TOCOS では OneNote を活用して
相談内容を全員で共有し、ケーススタディや振り
返りに生かしています。また、相談内容の傾向を
把握して対応マニュアルに取り入れることや、よ
くある質問と回答の「Q&A」を蓄積していく作業
も OneNote 上で行っています。 
 
 駆け足ではありましたけれども、TOCOS の仕
組みについての説明は以上です。 

 
  
 最後に、TOCOS の立ち上げについての感想を
述べさせていただきます。今回は大変短い期間で
立ち上げた相談センターだったのですが、東京都
生活文化局の担当者の皆さまの動きが本当に素早

くて、大変助かりました。また、コールセンターの
システムを立ち上げるにあたって、途中からは 4
月 17 日のオープン前倒しに間に合わせることも
重要なタスクになりました。システムの業者選定
の段階では 5 社くらいの候補があったのですが、
クラウド式のシステムであること、且つこの準備
スケジュールに対応可能な会社、となると限られ
ていました。当初 20 日スタートの予定で急ピッチ
の準備を進めて頂きつつ、途中で 17 日に変更にな
った際にも快く迅速な対応をしていただいたこと
について、この場をお借りしてジェネシス ジャパ
ン様、グローバルタンク様、Twilio 様の各社にお
礼を申し上げたいと思います。 
私の方からは以上です。 
 
 
新居：みなさん、ありがとうございました。東京都

はご担当の村田さんのほか、下河辺課長代理もい

らっしゃるのですが、東京都からセンターを立ち

上げたいというお話をいただいたあと、すぐに亀

井さんに電話をして、どうセンターを立ち上げよ

うかと話しました。 

CINGAは 2019年度に 100カ所の外国人ワンスト

ップ相談センターの訪問事業をしてきたので、い

ろんなよいやり方があるというのが分かっていま

した。同時に、亀井さんたち相談業務をやってき

た方々がいたので、どうしようかと考えて亀井さ

んと夜中の 2 時ぐらいまでいろんな図を描きなが

ら、こうした方がいい、ああした方がいいという

のを一生懸命考えて、このシステムを実現させま

した。この取り組みは、東京都と国際交流委員会

がやっていこうと決められて、そこに私たちがノ

ウハウを提供するという形で、三者協力がなかっ

たらこれはできなかったと思います。ではここか

らは質疑応答をはじめます。 

 
新居：皆さん出てこられますか。頑張って出てき

てください。お待ちしていますね。今回 300 人以
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上の方にご参加頂いておりますが、こういうテレ

ビ会議システムはなにぶんに初めてで、かなりい

ろんな物が映っていると思うのですけれども、そ

のへんはご容赦いただいて温かい目で見守ってい

ただければと思っております。 

では、石綿さんにお聞きします。3つの組織が関

わってやってきましたが、この 4 月 1 日以降、立

ち上げそして運営も含めてどんなことが大変でし

たか。 

 
石綿：はい。わたくしどもは本当に大変というこ
とはありませんでした。あれよあれよという間に
進んでいったのが原因というのか、もう目標が決
まっていたので、やることに関して言えばこうい
う形でやるんだという目標がはっきりしていたの
でとてもやりやすかったのではないかなと思いま
す。それと、わたくしどもはどちらかと言えばや
はりスタートしてから分析をし始めましたので、
そのあたりは非常に多くの事例がドーンと入りま
したので、そういった分析の手間というのはすご
く担当者は大変だったと思うのですけれども、立
ち上げ時点では本当に目標をきちんと定めて全力
でそこに向かっていたというあたりで非常に円滑
にできたのではないかなと思っています。 
 
新居：ありがとうございます。亀井さんは何が一

番大変でしたか。 

 
亀井：一番大変だったのは、事前研修を短期間で
行わなければならなかったことです。コールセン
ターのシステムに全員が慣れるまでの間が大変で
した。相談対応自体は、すでに 2 年間やってきた
既存のチームがあって、バックアップの方も皆さ
んベテランの素晴らしいメンバーが集まっていた
ので全く問題はないのですが、私を含め、コーデ
ィネーター、相談員、バックアップ相談員がこの
システムを使いこなすまでのトレーニングを行う
十分な準備期間が確保できなかったので、それが

一番大変でした。 
 
新居：大変でしたね。わたくしはシステムを見な
がら電話を取るというのが電話機を取るのではな
いのだということに後で気づいたんですね。パソ
コンを使って取っていくということにさえビック
リしました。電話がたくさんかかってきて、やは
り初日になかなか全件に対応できなかったことを
非常に反省しましたが、その次の日からは完璧に
電話が取れるようになって、それも非常に感動し
ました。 
 
新居：では村田さんが来てくださいました。たく

さん質問が出ていますので、質問のご回答も含め

て村田さんお願いします。 

 
村田：はい、今いろいろ質問をいただいておりま
して、いくつかまとめてお答えします。 
 

Ｑ：東京都以外からの相談があったか、あった場

合はどうしましたか 
 
村田：都外からの質問も結構来ています。東京都
が設置しているセンターなので、都民のためとい
うことではあるのですけれども、都外の方からも
相談の電話をいただいた場合には対応しておりま
す。ただし、都外の機関へつなぐといったことで
すとか、その場合の通訳については相手方の機関
との調整などでも限界がありますし、責任の範囲
にも関わってきますので、通訳等によるつなぎに
ついては基本的に都内機関に限らせていただいて
おります。 
 
Ｑ：東京都庁内の各部署の連携や関わりについて

教えてください 
 
村田：先ほど TOCOS の仕組みとして CINGA、
国際交流委員会との三者でやるというところを強
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調しましたので、東京都というのが一つの主体に
なっていましたけれども、私の説明の中でも少し
出ましたが、病気そのものや保健所・病院に関し
ましては東京都の福祉保健局というところが対応
している部分が大きいということがあります。 
今回 TOCOS を立ち上げるにあたりまして、た

とえば相談員さんへの研修において、福祉保健局
の担当職員から保健所等へのつなぎに関する説明
をしたり、あとは産業労働局の方に講師になって
もらったりというふうに都庁の中の各専門部署に
よる協力体制をとっております。また、つなぎ先
という意味でも東京都各部局が関わってきます。
たとえば大使館からも結構電話がかかってきます
ので、そのやりとりについては大使館所管部署で
すとか、先ほど出ました福祉保健局、産業労働局、
それと都庁内ではないですけれども区市町村など
とも、われわれ生活文化局で対行政の一つのハブ
としての役割を果たすような形で連携体制を作っ
ています。それから、これも我々の取り組みとい
う言い方もできると思うのですけれども、東京都
の中で様々な支援策がすでに打ち出されておりま
して、それを集約して TOCOSの現場に提供した
り、あとはウェブサイトでの提供をしたりですと
か、そういった情報の集約共有みたいなあたりは
都庁内で連携してやっていることになるかと思い
ます。 

 
Ｑ：言語について今の 14言語以外のものも加えて

いただきたい 

 
村田：これについては、実際に現段階で対応をう
たっている 14 言語以外の言語でも電話がかかっ
てくることがあります。やさしい日本語で対応し
きれない場合は、TOCOS の範囲を外れるけれど
も、それを話せる方につなぐという形で対応して
おります。TOCOS そのものの対応言語を増やす
かどうかについては、やはりすべての言語に対応
するというのはできないのですが、ある言語につ

いてある程度増えてきたらその言語を加えるとい
うことは今後ありうるとは思います。なので、質
問中でいただいた要望については持ち帰りますし、
今後の実際の相談の推移を見て、この言語が多く
なってきたということになれば検討して対応して
いくことになると思います。 
 
Ｑ：広報にあたって在日外国人コミュニティにア

クセスしているか 

 
村田：これについては非常に大きい課題で、試行
期間については時間もなかったので、チラシもや
さしい日本語を基本とするもので東京都がすでに
持っているルートを通じて知っていただくという
形でやりました。今度ゴールデンウィークが明け
て本格実施に入りまして、14 言語版のチラシも作
ってよりきめ細かい広報をしようと思っておりま
す。これまでも東京都が事業助成をやっているよ
うな特定のエスニックの団体さんに連絡をしたり
しているのですけれども、個別のコミュニティに
対する働きかけがまだまだ弱いというのが正直な
ところで、どういったところに広報をかけたらい
いのか、たとえばこの言語だったらこのキーマン、
この言語だったらこのコミュニティというあたり
について、今までの取り組みに追加してどこにや
っていけばいいかというのを検討している状況で
す。私からというのは大体そのくらいですね。 
 
新居：エスニックコミュニティの件に関しては、
今 TOCOS で働いている 30 人の方の多くが日本
語ネイティブではない方々です。その方々はまさ
しくエスニックコミュニティに関係があり、すご
い情報収集と情報拡散をしてくださっていると思
うんですね。 
相談員さんが実際のメンバーとしてやってくだ

さっていると同時に、広報のところも彼らは力を
かけてやってくれています。今日もたぶんこの報
告会をライブで見てくれていると思うのですが、
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皆さんがいること自体が非常に大事だと思ってい
ます。コーディネーターさんも日本人の方も外国
人の方もいますが、みんなでやっているというの
が TOCOSの力かなと感じています。 
 

Ｑ：相談票のことをもう少し詳しくおしえてくだ

さい。また、実際に体調が悪い人が来た場合の流

れを福祉保健局の件と相談票の件も含めて亀井さ

んご回答ください。 

 
Ａ：まず、相談票についてお話します。具合が悪い
方からの電話は一定数あります。TOCOS は医療
機関ではないので、事前にスタッフ全員が東京都
福祉保健局の方からの研修を受けて、相談対応の
方針を決めました。また、その時の研修で実際に
示されたものを基本にご案内をしています。 
今皆さんいただいているご質問の中に、「救急車

を呼ばないといけないほどの緊急のものはあった
か」というものがありますが、最も緊急な内容で
あったのは先ほど村田さんからお話がありました、
4 月 17 日の TOCOS の稼働初日にかかってきた
電話でした。しかも、相談者は朝の 10 時オープン
直後に電話をかけてきました。ご本人から聞いた
状況的に、明らかに緊急でしたので、そのままこ
ちらからも何度も折り返し電話や関係機関に連絡
をして、最終的にご本人を医療機関に繋ぐところ
まで対応しました。 
緊急ではない、健康不安の相談に対しての対応

ですが、今は「熱がある時にはいきなり病院には
行かないで、必ず電話で指示をもらってから行っ
てください」という案内をするなど、内容を統一
しています。保健所に繋いだことがあるものはそ
の初日の件のほかに、保健所に「症状のある方で
緊急性のありそうな相談があります」ということ
をコーディネーターから相談をして、相談票 Aを
使って保健所へ繋いだものが 2、3 件ありました。 
 TOCOS の相談票について回答します。基本項
目は、日時、対応言語です。個人情報などは不必要

にいただいておりません。お名前も特にお聞きし
ませんし、国籍や在留資格も話の中で出た時や相
談対応に必要な場合以外は特に確認していません。
あとは、代理人の方からのご相談も多いので、本
人か代理人かという区別をチェックするところが
あります。相談テーマは、大まかに申し上げます
と、1．健康不安 2．在留資格･入管手続 3．労働・
解雇 4．生活全般トラブル 5．経済困窮、個人向
けの給付金の問い合わせなどはここに分類してい
ます。6．子供の教育 7．DV・児童虐待 8．企業
経営・補助金、事業者向けの給付金のお問い合わ
せがあった時にはこちらに分類をしています。そ
れ以外のものは「9．その他」に分類しています。 
Ｑ：バックアップ相談員と相談員の違いを教えて

ください。 

 

Ａ：基本的にはお電話がかかってきて電話を受け
るのが相談員です。相談員がやさしい日本語で対
応し、そこですぐ回答できる。また、相談員の該当
言語の場合であればすぐにそこでご回答するので
すが、相談員がとった言語ではない場合や、日本
語がなかなか難しい場合はバックアップ相談員に
繋いで、そこで 14 言語でどれかを対応していくこ
とになります。 
通訳というのも、例えば市役所との通訳にして

も相談員かバックアップ相談員、状況に応じて誰
かが三者通訳に入って対応していくというふうに
なっています。 
医療の現場について、TOCOSは PCR 検査あた

りぐらいまではお手伝いできるかもしれませんが、
それから先の医療現場の通訳というのはできませ
ん。そのため、医療現場での根本的な課題は残っ
ていて、医療通訳の問題というのはまたここで改
めて浮き彫りになっています。 

 

Ｑ：皆さん働いていて、お子さんたちも学校や保

育園が休みになっていて大変だったのではないで

すか。 
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村田：東京都でも出勤抑制があってリモートワー
クが増えていてということがあり、私も小学生の
子どもがいるのですけれども、両立については苦
慮しているところで、外国人相談や多文化共生に
携わっている人間に限らずですけれども、今回そ
ういう支援者側の生活全体について、私は支援者
に入るかどうかというのもありますが、次に同じ
ようなことがあった場合はより考えていかないと、
おそらく仕組みとして維持できません。そうなる
と結局支援を必要としている人たちにも不利益が
及ぶのかなというのも随時感じているところでは
あります。 
 
新居：CINGA のメンバーもかなり大変でしたね。
リモートで自宅作業も多い中で、打ち合わせを公
園に集まってやったりとか、やはり不便なことの
ほうが多いとは思います。一方リモートで離れて
仕事をしている中で、その方の仕事の面しか見え
なかったのが、ご家族とかがちらちら映ったりと
か、あとはご家族の方も協力してくださったりし
ました。 

CINGAの黒澤代表の奥様なんか、どうしても必
要な証明書類を携帯で写真にとって送ってくれた
りしました。自宅作業だからこそ家族ぐるみで何
とか一丸となって取り組めたということは非常に
大きかったのかなとわたしは個人的には嬉しく思
っています。 
 
新居：そろそろ時間になってきましたので最後に

お一言ずついただきたいと思います。石綿さん、

ご感想も含めて最後一言お願いします。 

 
石綿：石綿です。先ほども言いましたように、やは
りしっかりとした目標でやったのでこれだけの短
期間でできたのですが、質問の中に、委員会の増
員されたスタッフがいきなり実践ということで、
どんなことになっていますかというのがありまし

た。たまたま 2 人の職員が増員されたわけですけ
れども、経験がある職員ということで本当にキャ
ンプ期間は短かったのですが今は相談の内容等の
分析に取り組んでいます。そのように目標があっ
て使命感があると東京都の動きというのはものす
ごく早かったし、それに応えていただいた CINGA
の皆さん方の準備というのも大変だったのではな
いかと思います。委員会のほうも微力ではござい
ますがこれからも協力して外国人の相談される方
に安心していただけるような運営ができるように
していきたいと思っています。よろしくお願いし
ます。 
 
亀井：不慣れなところがあって PowerPoint 資料
が行ったり来たりしてしまいました、すみません。
わたしは現場にいて、毎日相談者の生の声を聞い
ています。TOCOS というところがとても必要と
されているのだなということを感じています。今
回こういう形で TOCOSが立ち上がって実際に動
いているのも、やはり意味があってのことなのだ
と思っています。慣れていなくて、お聞き苦しい
部分もあったと思います。本日はありがとうござ
いました。 
 
村田：今までお話ししたところと繰り返しになっ
てしまうところもあると思うのですけれども、
TOCOS を始めてある程度は覚悟していたのです
が、実際にやってみると、色々なところと調整し
て話を聞いて繋いでいくというところがこれほど
までに大変なことかということは東京都として実
感しました。その大変であるということも含めて
今回様々なことを経験しています。わずか半月で
1000 件あまりの相談に答えられたということも
もちろんですが、今まで東京都は区市町村であっ
たり色々な団体であったりに対する支援はある程
度やってきたのですけれども、それが実際に在住
外国人の方々にどういうふうに役立っているのか
というのを間接的にしか分からないところが大き
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かったわけですね。今回 CINGA さんと国際交流
委員会と、東京都が相談事業を立ち上げて、相談
事業というのは外国人支援施策・多文化共生施策
の入り口ですので、そこのところでどういう課題
があって、どうやって実際に困っている方々がい
るのだということを、TOCOS を通じて実感でき
たというのが非常に大きいと考えています。これ
をこれからの施策に生かしていくことが東京都と
しての務めであり、もちろん TOCOS 自体も何か
月もやっていきますけれども、それをつなげてい
くことが大事だというふうに考えています。 
 
新居：4月 17日のオープン日の件が出ていますが、
一人非常に厳しい状態の方に遠隔にて寄り添って、
最後、病院で PCR 検査受けることができました。 
CINGAは、TOCOS とは一回切り離した状態です
が、メールもメッセンジャーもどんどん使って相
談者とコンタクトをとっていました。 
最後通訳をして無事に入院できたというときに、
その方からショートメッセージで、『ありがとう』
という言葉が一言送られてきました。このメール
を読みながら、この方の命が救えたならば 3 週間
寝ずにこの TOCOS立ち上げをみんなで頑張った
甲斐があったなと本当に心から嬉しく思いました。 
多分この新型コロナの件に関してはこれからも

続くでしょう。命に関わることです。その命は誰
であっても同じだけ大事なもので、この一つ一つ
の命を大事にできるような社会になればいいし、
そこを目指してあと半年間、これから先も頑張れ
ればいいなというふうに強く思っております。 
それでは、第 1 部の皆様、お疲れ様でした。あり
がとうございました。 
 
 
 
 
 
 

 
  



23 
 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

第２部 午後２時 30 分～３時 00 分（30分） 

「医療現場をサポート PCR 検査をやさしい日本

語で」（報告） 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 
新居：第 2 部をはじめます。今回、コロナ感染症
対策に際し、PCR検査がやはり大事だといわれ
ています。しかし、先の 4 月 17 日の事例でもわ
かるように、なかなか医療機関で、症状のある外
国人が、通訳がいない中では検査にまで進めない
ということが現場から浮き彫りになりました。た
だ、それでは同じ命でありながら、その人たちの
命が救えないわけで、それにどうやって対応して
いくのか。やはり一義的には医療通訳というのが
配置されることが大事だと思いますが、違うアプ
ローチも必要だと考えました。そこで、もともと
一緒に活動をしてきていた順天堂の武田さん、岩
田さん、そして石川さんにお声をかけました。あ
れは確か TOCOS のセンターがオープンしてす
ぐくらいの 4月 22日に、順天堂の武田さんのと
ころの研究室に走っていって、そこで岩田さんに
も来てもらってみんなでどうしようかということ
を議論したと思います。それにより、この PCR
検査をやさしい日本語でやっていこうというプロ
ジェクトが立ち上がりました。 
 
新居：よろしくお願いします。このメンバーで、
やさしい日本語で PCR検査を受ける医療者向け
の YouTubeの動画を作りました。急いで作りま
したね。でも、すごく良いものを作りました。で
はその実際の動画を見ていきましょう。 
 
医療で用いる「やさしい日本語」 

「新型コロナウイルス検査編」動画 

https://www.juntendo.ac.jp/co-

core/consultation/yasashii-nihongo2020.html 

 
動画音声： 

医療で用いる「やさしい日本語」新型コロナウイ
ルス検査編。「やさしい日本語」とは、相手に合
わせて分かりやすく伝える日本語を指します。日
本語を母語としない方、高齢者、障害のある方な
ど、さまざまな方に用いられます。この動画で
は、最初に一般的な日本語で話し、続いてやさし
い日本語で話します。 

 
体温の測定 

「体温を測定していただけますか。脇の下に挟ん
でしばらくお待ちください」。「熱を測ります。調
べます。ここに挟んでください」。場所などは、
手で示すといいですね。 
血圧の測定 

「血圧を測らせていただくので、こちらの椅子に
腰かけていただけますか」。「血圧を測ります。調
べます。この椅子に座ってください」。 
酸素飽和度の測定 

「血液中の酸素量を測定します」。「からだの酸素
を測ります」。 

https://www.juntendo.ac.jp/co-core/consultation/yasashii-nihongo2020.html
https://www.juntendo.ac.jp/co-core/consultation/yasashii-nihongo2020.html
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検体の採取 

「お鼻の中に綿棒を差し入れます」。「鼻にこれを
入れます」。綿棒など、物の名前は実物を見せま
しょう。「あごを少し上げてもらって、頭の後ろ
に手を当てさせてもらいます」。「ここをあげて下
さい。頭の後ろに手を当てます」。動作は自分で
やって見せましょう。 
 

 
終了時の説明 

「結果のほうは、後日、電話でお知らせいただく
形になります」。「明日には結果が出ます。電話を
します」。日にちはカレンダーを指すなどして具
体的に伝えましょう。「やさしい日本語」の答え
は一つではありません。いろいろ言い換えてみま
しょう。 
 
 
 
 
 
 
 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

順天堂大学大学院医学研究科教授   武田裕子  

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 
◆PCR 検査で外国人が遭遇する困難 
 このことを新居みどりさん（CINGA）から伺っ
たのは、4月 22 日(水)、医療者に「やさしい日本
語」を普及するための相談をしていたときのこと
です。日本語が専門の岩田一成さん（聖心女子大
学）、ヘルスコミュニケーションの専門家の石川ひ
ろのさん（帝京大学）、医療が専門の私の 4人が揃
っていました（石川さんは Zoom 参加）。新居さん
が、TOCOS（東京都外国人新型コロナ生活相談セ
ンター）の立ち上げについて話して下さった後で、
「新型コロナウイルスの検査を受けるように保健
所に指示された外国人が、いざ、検査医療機関に
向かおうとしたら、通訳者の同伴が必要と言われ
てとても困った」と話して下さいました。 
検査に必要な日本語はそう難しくないから「やさ
しい日本語」でできるはずと４人の意見が一致し、
YouTube で解説動画を作成して広めるようとい
うことになりました。 
 
◆各方面の協力を得て情報収集 
 医療に関する動画ですから正確性が求められま
すが、私は個人的には検査を行ったことがありま
せん。そこで、以前から「やさしい日本語」普及に
協力を得ていた順天堂医院看護部の幅下貞美看護
部長に電話で相談しました。その日のうちに関係
部署の協力を得て、検査の手順を示した資料や、
外来の問診票などを入手することができました。
24 日(金)には、検査を担当している総合診療科の
医師に実際の手順を見せてもらって録画しました。
すぐにそのテープ起こし原稿を作成し、それを基
に岩田さんが「やさしい日本語」に置き換える作
業を行いました。 
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◆動画作成と広報 
 並行して、以前に「やさしい日本語」の教材作成
を依頼したフィルム・ディレクターのイアン・ア
ッシュさんに相談し、アニメーション動画にする
ことを決め、イラストレーター、アニメーター、ナ
レーター、作曲家を紹介していただきました。動
画は広く知って頂けるように順天堂大学の文書・
広報課に相談しましたところ、プレスリリースが
計画されました。 
 25 日(土)にはイラストの骨格が決まり、26 日
(日)にはコマ割りとナレーションの文章が決定。
27 日(月)に順天堂関係者に内容の正確性を確認し
て、28 日(火)ナレーション収録・動画作成開始、
29日(水)に Zoomで試写をして細かな要望を伝え、
30 日(木)に完成、プレスリリースとなりました。 
 相談は全てメールか Zoom で行いました。動画
作成に関わった全員が一切直接に顔を合わせるこ
となく、見事に 1 分 40 秒の動画が完成したのは
「新たな日常」を思わせる快挙でした。 
 
◆解説資料や教材をフリーで提供する HP作成 
 動画は、短い時間で検査の手順を知ることがで
き、「やさしい日本語」に興味を持ってもらえるこ
とを目指しました。一方、「やさしい日本語」に関
して知っておいてほしいことは、たくさんありま
す。そこで、動画作成と並行して、医療者に役立つ
資料を揃えてウェブサイトから自由にダウンロー
ドいただけるようにホームページを作成しました
(https://easy-japanese.info/)。「やさしい日本語」

の言い換えのコツに関す
る解説、新型コロナウイル
ス感染症が疑われて医療
機関を受診した際に尋ね
られる質問の「やさしい日
本語」による解説版などを
作成しました。こちらもプ

レスリリースに間に合わせるために、深夜に及ぶ
作業になりました。 

なかなかすぐに「やさしい日本語」を使いこな
すのは難しいかもしれませんが、これらの資料を
プリントアウトして携帯して頂けると、現場で見
ながらお話ししていただけると思います。 
 
◆医療と「やさしい日本語」との出会い 
 なぜそもそも医療現場で「やさしい日本語」な
のか、疑問に思われる方もおられるかと思います。
少し背景を説明します。 
私は、医学部で健康格差をテーマに授業や教育

研究を行っています。社会の辺縁に押しやられて
いる方々に医学生が直接出会うゼミを通して、社
会の構造的な問題が一人ひとりを病気にしたり、
医療へのアクセスを困難にすることを学生に学ん
でもらっています。 
 その活動の一環として、「外国につながりのある
子どもたち」やその保護者の方々を支援している
団体「街のひろば」（埼玉県三芳町）を、新居さん
に紹介していただきました。2017 年のことです。
順天堂の医学部生と、医療通訳者を目指す国際教
養学部生とで「街のひろば」を訪問するにあたり、
先方から子どもたちへの栄養教室や、親御さんへ
の健康相談を実施してほしいというリクエストを
いただきました。 
 多くの方は非英語圏のご出身ですので、どうや
って接したらよいかと新居さんに相談したところ、
「やさしい日本語」を紹介されました。 

 
◆医療×「やさしい日本語」研究会の設立 
 実際に「やさしい日本語」で在住外国人の方と
接し、その効果はすぐに実感できました。そして
医療者に広めたいと思いました。言葉の壁が医療

研究会 HP 
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機関受診を困難にしていると伺いましたし、医療
者側からも「英語ができないから外国人を診るの
は無理」と言う言葉が聴かれていたからです。当
時、「やさしい日本語」を知っている医療者はほぼ
皆無でした。 
 そこで、日本語の専門家である岩田一成さんに
協力を依頼して活動を開始し、2019年 1 月に研究
会を設立しました。今年になって、ヘルスコミュ
ニケーションが専門の石川ひろのさん（帝京大学）
にも加わっていただきました。 
 
◆研究会の活動 
 これまで、医療系学生や医療者向けに講演会や
ロールプレイを用いたワークショップを開催して
きました。2018年 4 月に約 170 名の医療系学生向
けのワークショップを行ったときの調査結果を少
しご紹介します。まず、「やさしい日本語」を聞い
たことがあるのは、参加者の約５％にとどまりま
した。日本在住の外国人の数に関する知識を尋ね
ると、「日本人 50 人に一人」という回答は全体の
1/4で、約半数が「200 人に 1人」と考えており、
「1000人に一人」と言う回答も約2割ありました。 
しかし、そのような学生たちに、「やさしい日本語
の実践は医療者にとって必要だと思うか」と尋ね
たところ、ワークショップ後には「ある程度」まで
入れると全員が「思う」と回答しました。実際に現
場で使用できると思うかという問いにも 90％が
「できると思う」、そして 100％の学生が「自分も
実践したい」と回答しています。それでもまだ学
ぶ機会は乏しいため、研究会では今回のような啓
発普及活動をしています。 
 
◆医療における「やさしい日本語」の意義 
この同じ調査で、「日本語を母語としない患者さ

んに医療者として接するときに」、「積極的に力に
なりたいと思うか」と参加者に尋ねたところ、こ
のWS 前は 60％であったものが、ワークショップ
の後では「非常にそう思う」が 94％に増え、「外国

人診療に非常に不安を感じる」という回答が 57％
から 34％に減りました。たった 2時間のワークシ
ョップでしたが、言葉の壁への不安が減じること
で、統計学的な有意差を認めるくらいの効果があ
りました。 
そのほか、これまでの研修会の参加者からは、

「やさしい日本語」は外国の方だけでなく日常業
務にも必要なことだと思った、高齢者への説明に
も通じる、など、医療現場のコミュニケーション
に役立つという感想が寄せられています。「やさし
い日本語」は医療現場で必要とされているのです。 
 
◆医療通訳者との協働 
さて、いつも必ずお伝えしなくては、と思って

いることがあります。本日の参加者の中にも医療
通訳者の方がたくさんいらっしゃると思いますが、
外国人診療には医療通訳者の存在が不可欠です。
複雑な病歴聴取や、困難な状況の説明、厳しい判
断が求められるインフォームドコンセントなど、
「やさしい日本語」だけでは不十分な場面が医療
にはたくさんあります。 
医療通訳者の方が、その力を必要な時に発揮し

ていただけるように、医療者は「やさしい日本語」
を頑張って話し、患者さんに不安なく過ごしてい
ただけるようになることを願っています。医療者
が「やさしい日本語」で話すと、通訳もしやすくな
りますし、翻訳ソフトの正確さが増すことが知ら
れています。 
 
◆おわりに 
今回の動画は、文部科学省の JSPS 科学研究費

(18H03030)で作成しました。そのほかにも今年か
ら 2年間、トヨタ財団の助成金をいただいて、「や
さしい日本語」を普及する活動を行うことになっ
ています。全国の医療者や医療系学生を対象にセ
ミナーや研修会を行う予定です。9 月には順天堂
大学の正規の実習で「やさしい日本語」を取り上
げます。多分、医学部として初めてになります。 
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今後、研修プログラムの開催が難しい状況は続く
かもしれませんが、今回作成したホームページに、
さまざまな教材をアップロードしてありますので、
活用して頂けたらと思います (https://easy-
japanese.info/seminar-materials)。教科書も作成中

ですし、本格的な動画教材
を制作して公開する計画
もあります。9月には、石
川さんが大会長として開
催するヘルスコミュニケ
ーション学会がオンライ
ンで持たれます。そこでも、

医療における「やさしい日本語」について紹介し
ます。 
今回は、「新型コロナウイルスの検査」をきっか

けに、「やさしい日本語」が医療現場で求められて
いること、役立つことを知っていただくことがで
きました。とてもよい機会を頂戴しましたので、
これを追い風にして今後も進めていけたらと考え
ています。 

 
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 
帝京大学大学院公衆衛生学研究科 / 帝京大学医

療共通教育研究センター教授   石川ひろの 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 
 

 

◆医療におけるコミュニケーションへの影響 
私は公衆衛生の大学院で健康や医療に関するコ

ミュケーション（ヘルスコミュニケーション）の
研究や教育に携わっています。 

この新型コロナウイルスの影響で社会全体のコミ
ュニケーションや人間関係のあり方が大きく変わ
ってきていると思います。もちろん医療現場も例
外ではありません。円滑なコミュニケーションを
妨げるさまざまな要因を「ノイズ」とコミュニケ
ーション学で呼びます。例えば、マスクや仕切り、
対人距離やオンラインでの会話のようなコミュニ
ケーションを伝える経路が物理的に限定されてし
まうような状況もそうですし、医療者側が忙しく
て時間がなかったり疲れていたり、患者さん側も
非常に不安だったり怒っていたりといったような
心理的な要因もノイズを発生させやすくします。 
もちろん、そういったノイズは、普段から医療現
場でのコミュニケーションにたくさんありますが、
それが今まで以上にある中で、何がノイズになる
のかということを知っておいて、その影響を最小
限にし、補うためのコミュニケーションスキルを
持っておくことは非常に重要だと思います。やさ
しい日本語は、そういったノイズを取り除きコミ
ュニケーションを円滑にするための重要な考え方
であり、コミュニケーションスキルの一つになる
のではないかと感じています。 
 
新居：続いてここで実際にやさしい日本語のこと

を一生懸命やろうと思っても、その専門家の方が

いないとできないということで、岩田さんにもず

っと長くお付き合いいただいてきたのですが、岩

田さん、今回の PCR をやさしい日本語でというの

はいかがでしたか。率直なご感想なども含めて、

どんなことが難しかったですか。 

 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 
聖心女子大学現代教養学部日本語日本文学科教授  

  岩田一成 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 
 
岩田：今回難しいのは現場の生のデータを取って
くるというところなので、その功績は武田さんの

HP 教材サイト 
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活躍によるものです。わたしはもらったものを書
き換えるという次のステップから関わっておりま
す。PCR 検査の 6段階が現実に合わせて設定でき
たことで、6 コマ割りの映像作りは順調に進みま
した。映像を見ていただくと、わたしはこんな変
な言い方してないわと思った方がいらっしゃるか
もしれません。ここが難しいところで、話し言葉
を文字化する違和感が出ます。やさしい日本語も
文字で見るのと音声で聞くのとずいぶん印象が違
います。人間は自分の言語運用を自分でモニター
できないので、文字化すると違和感が必ず出ます。
ただ、実際にあれは現場で使われている生のデー
タです。なんとか当事者意識を持って、わたしも
こう言っているかもしれないと思っていただける
ように丁寧に伝えていきたいです。以上です。 

 
 

新居：ありがとうございます。普段、武田さんは医

師が着る白衣を着ないじゃないですか。でも、PCR

検査をどうしてもやさしい日本語化したいんです

と私が研究室に走っていって、岩田さんと相談を

し始めた時に、「では、下に行って実際のＰＣＲ検

査の音源を取ってきます」と言って、さっと白衣

を着てマスクをして走っていかれました。その姿

を岩田さんと見送りながら、このプロジェクトは

絶対に成功するなと感じました。同時に、これを

作ったアニメーターさんですとか、イラストレー

ターさんですとか、ディレクターの方々のプロ意

識にすごく感化されるものがありました。 

おそらく先ほどの画像ではなかなか全部見きれ

なかったと思うので、ゆっくり後ほど天堂のホー

ムページからみてください。何度再生していただ

いても大丈夫ですので。では、最後にお一言ずつ

皆さんからやさしい日本語、そしてこのコロナの

件も含めてメッセージをいただけると嬉しいと思

います。 

 
武田：今回は新型コロナウイルスの検査というこ
とで非常に注目していただき、多くのメディアで
も取り上げていただきました。医療における「や
さしい日本語」の必要性を知っていただくことが
できたと思います。これを機会に医療者や医療系
学生にさらに「やさしい日本語」を広めていきた
いです。 
それから、私が「やさしい日本語」と出会ったの

は、外国人支援の場で学ぶ機会をいただいたから
です。本日はいろいろな形で外国人支援に関わっ
ている方がたくさん参加されていると思いますが、
その現場そのものが医療系学生や医療者にとって
貴重な学びの場になるということを申し上げたい
です。ぜひ、今後、学生や医療者を受け入れて教育
にもご協力いただけたらと思います。 
 
石川：今回、武田さんがお話しきれなかったとこ
ろも含めて、先ほど少しご紹介のあった第 12 回日
本ヘルスコミュニケーション学会のシンポジウム
で扱いたいと思っています。9月 26 日、27 日にオ
ンラインで開催の予定ですので、ご関心のある方
はぜひご参加いただければと思います。やさしい
日本語については、私もこのプロジェクトを通し
て学んでいると最中ですが、こうした取り組みを
今後ぜひ医療者側のコミュニケーション教育に取
り入れていけたらと思っています。ありがとうご
ざいました。 
 
岩田：今日はいろいろとご紹介させていただいた
のですけれども、映像自体がウェブ上にあります
ので、皆さん授業などでご活用いただけたらと思
います。すでに授業の宿題で見せているとかとい
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った声はいただいておりますので、ぜひ何度も再
生していただけたらと思います。一点だけお礼な
のですけれども、さっき YouTubeが固まっている
ときに東京女子大学の松尾さんがアドレスを送っ
てくださったり、あと映像を制作してくださった
イアンさんが「がんばれよ」ってメッセージをく
ださいました。ありがとうございます。 
 
新居：本当に皆さんありがとうございました。こ
れが医療者の方に届くと嬉しいです。これから
PCR 検査はますますいろいろな現場に広がって
いくと思いますので、地域の国際交流協会、自治
体の方は、ぜひ医療関係の方々に外国人が来たと
きに、通訳が間に合わない場合はこういったもの
があるということを、第二波が来る前に広く伝え
ていただけるとよいと思います。映像がお見苦し
いところがありましたが、ぜひ自分で再生してい
っぱい見てください。では第 2 部をこれで終了し
たいと思います。ありがとうございました。 
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＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

第３部 午後 3時 05 分～３時 35 分（30分） 

「多言語専門家相談会の完全オンライン実施への

チャレンジ」（報告） 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 
新居：それでは第 3 部をはじめます。CINGAの主
催事業である多言語専門家相談会を完全オンライ
ンでやってみました。関係者の皆さまから、実際
どのようにそのチャレンジをやってきたのかを話
していただこうと考えております。 
最初になぜ CINGA は、この専門家相談会を急

に立ち上げて一生懸命やっているのかということ
の背景や課題をお話しいただいてよろしいでしょ
うか。お願いします。 

 
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

CINGA副代表 弁護士       関 聡介 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 
関：CINGAの副代表理事の関です。本業は弁護士
で、東京弁護士会に所属しています。25 年ほど外
国人事件を継続的に取り組んできました。今回は
このオンライン相談を担当しましたので、本日は
その経験を共有したいと思います。よろしくお願
いいたします。 

 

 まず、前提としてですが、日本には在留外国人
の方が非常に多くいます。皆さんご存じのとおり、
今年の初めの段階で中長期の在留外国人が 293 万
人で、在留資格がない方も 8 万数千人という推計

値になっていまして、約 300 万人が日本に暮らし
ている状況です。それに応じて外国人相談のニー
ズが非常に増えていました。その中で、今回のコ
ロナ問題が発生したので、大きなニーズとなりま
した。 
 従前から、いろいろな形での外国人相談が各地
で行われていましたが、それらがコロナの影響で
ストップしてしまいました。画面で少し説明いた
します。 

 
 外国人の法律相談を例にしますと、このように、
さまざまな場所で、さまざまな主体により行われ
ていました。弁護士会や法テラス、自治体や国際
交流協会、支援団体、NGO など、各地で取り組ん
できた状況があります。東京については、現在画
面に出したような相談があります。場合によって
は複数の主体がコラボでやっていますが、こうし
たものが定例的に行われてきました。今回のコロ
ナの感染拡大問題を受けた結果―― 
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――このようになってしまいました。 
 もともとこれらは皆、対面相談で、基本的には
相談場所に来ていただいて相談を受ける形式です。
相談者と専門家と通訳に来ていただいて相談を受
ける体裁をとっていたので、コロナ感染拡大を受
けてすべて止まってしまったわけです。 
 他方、感染が拡大していくにつれて皆さんの生
活不安や、その他の相談事が増大している状況と
なりましたが、どこにも相談場所がありません。
幸い TOCOS が東京にできたのですけれども、
TOCOS で情報提供をしたものの、さらに深く相
談に乗らないと答えが出せないものについては、
専門家相談につなぐ必要がありました。そこで、
オンライン相談で緊急対応することを考え、今回
実施しております。 
 実施のイメージですが、あまりいい写真がなく
て申し訳ないのですが、スクリーンショットを撮
ったものがありましたので、共有させていただき
ます〔掲載にあたって一部画像処理します〕。 

   
 右上が私ですが、決して機嫌が悪いわけではあ
りません。これが相談に乗っている状況です。写
りが悪くて申し訳ないのですが、左上は通訳さん
で、左下が相談者です。右下が、この 4 者通話を
管理する CINGA のコーディネーターさんです。
ZOOMを使って実践しております。 
 こちらも適当な写真がなく申し訳ないのですが、
相談に乗っている私は、自宅でこのような状態で
しておりました〔掲載にあたって一部画像処理し

ます〕。 
 このようなことを実践しているという状況を、
簡単にご紹介しました。 

 
新居：オンラインで専門家相談会を実施すること

に決めましたが、CINGA としては初めてのことで

した。実はこれまでにも、通訳がなかなか見つか

らない言語はオンラインで通訳をしてもらった経

験はあったのですが、完全オンラインは初めてで

したので、そのあたりを青柳さんと一緒に考えな

がら実行してきました。青柳さん、実際にどのよ

うな相談で、どのようにやっているのか、概要を

お話しいただいてよろしいでしょうか。 

 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

相談コーディネーター（行政書士／社会福祉士）

青柳りつ子 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 
青柳：行政書士、社会福祉士の青柳りつ子です。 
現在 TOCOSのコーディネーターとして月曜日か
ら金曜日まで毎日常駐しており、専門家相談会の
コーディネーターもしております。よろしくお願
いします。 
 
青柳：まず開催方法なのですけれども、TOCOSが
オープンしたのは 4 月 17日です。その翌週の 4月
21 日から緊急で開催することにしました。5 月 8
日まで毎週火曜日と金曜日の 1 日 2 枠ですので、
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1 週間に 4 枠、4 組の相談が受けられる体制をつく
りました。5月 11 日からは少し落ち着いてきまし
て、毎週金曜日、2枠の体制をつくっております。 

 
Skype か ZOOM を使って完全オンライン対応を
しています。相談者がどこから来るかというと、
現在、東京都でやっています TOCOS です。
TOCOS の相談員さんに、法律関係と心の相談で
専門的な対応が必要そうなものがあればつないで
ほしいとお願いをしているため、まずは私につな
がります。実際に専門家相談が必要だと判断をし
たら、専門家相談の予約を入れます。CINGAの事
務所に、こういう相談があるんだけれどもといっ
たときにも専門家相談につなげたり国際交流協会
につなげします。さらに 2012 年からは CINGAで
新宿のワンストップ相談センターを受託していま
すが、そこでの相談でも、法律相談や心の相談を
対象としてつないでおります。 
相談の第 1 段階として、私のほうでどのような

相談かを簡単に把握します。私は月曜日から金曜
日まで TOCOSでコーディネーターをやっている
ものですから、相談当日のその場で ZOOM のセ
ッティングをすることができません。当日は相談
者を ZOOM に入れて設定するための現場のコー
ディネーターさんを今回新たに、まったく別のと

ころから協力をお願いしております。現場でセッ
ティング等をしてもらうコーディネーターさんと
弁護士又は精神科医、通訳を入れて、4 者で相談を
実施しています。具体的な対応チームとしては、
弁護士、精神科医、心の相談の問題整備をするク
リニカル・ソーシャル・ワーカー、現場のコーディ
ネーター、相談コーディネーターとして私が入り、
さらに CINGA の事務局には入り口としての協力
をしていただいています。 
 

この緊急開催は 5回、計 10 枠で行う予定をして
いました。ちょうど 10 件の予約実績があります。
内訳としては、「専門家」として弁護士が 5件、精
神科医が 3 件、労働相談が 1 件、クリニカル・ソ
ーシャル・ワーカーが 1件です。「言語」としては、
英語が 7件、ポルトガル語 1件、スペイン語 1 件、
日本語 2 件です。日本語 2 件は、日本語が堪能な
外国の方が日本語をご希望された場合に日本語対
応としています。先ほど、東京都外から相談があ
った場合はどうするのですかとご質問があったの
ですが、TOCOS では相談対応をするときに、ど
こに住んでいますかと特に聞かずに対応します。
全国から電話がかかってきますので、例えば法律
相談が必要そうな方が遠方であっても、CINGAで
は遠隔で相談対応ができます。遠方の方にも対応
が可能になったことが、実際にオンライン相談を
実施して気付いたことです。現在は対面での相談
が難しい状況ですが、オンライン相談は今できる
限りの相談対応形式ではないかと思います。 
私たちは 2012 年以降、およそ月 2 回のペース

で専門家相談を実施してきましたが、ほぼすべて

専門家相談会の開催方法 
・4月 21日から緊急専門家相談会を開催 
・5月８日まで毎週火の午前 2枠、金曜日午後 2枠の予
約制 
・5月 11日からは毎週金曜日の午後に 2枠の予約制 
・SKYPE か ZOOM を使ってオンライン対応 
・相談者は TOCOS や CINGA本体への相談、国際交流
協会等からの紹介 
・当日対応︓4者＝相談者＋ 現場コーディネーター1
名、各種専門家、通訳者 
・対応チーム︓弁護士、精神科医、クリニカル・ソーシャル・ワ
ーカー、現場コーディネーター、相談コーディネーター、
CINGA事務局 
 

〇 相談実績 
・件数︓10件 
・専門家︓弁護士 5件、精神科医 3件、労働相談 1
件、クリニカル・ソーシャル・ワーカー1件 
・言語 英語７件、ポルトガル語 1件、スペイン語 1件 日
本語２件 
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対面で行っています。なぜかといいますと、法テ
ラスの指定相談場所が、神保町にある CINGA の
事務局になっているため、そこで法テラスの相談
として対面で受けると、法テラスに弁護士や通訳
の費用援助の申し込みができるからです。今回は
オンラインによる相談対応ですが、指定相談場所
が指定されているものですから、オンラインは法
律援助の対象とはなりません。費用的に迷いまし
たが、新居さんの発案でCINGA内で寄付を募り、
多くの寄付をいただだいたおかげで、今回は自主
事業として弁護士と通訳、現場コーディネーター
の費用を賄うことができています。費用面をクリ
アした形で、現在可能となった相談対応形式だと
思っております。 

ただ、相談を実施する際には、対面であれば相
談者に連絡をして、事務所に来るまでの道のりを
案内して、10分前に来てください、通訳も手配し
ておきますと言うだけで済んだのですが、オンラ
イン相談となると、ZOOM の URL をあらかじめ
送らなければいけません。ZOOMを使ったことが
ない相談者もおりますので、ZOOM の説明を行う
といった準備の手間がかかります。TOCOS で遠
隔相談を受けていても思うことですが、準備の手
間が想像以上にかかっているのではないかと思い
ます。メリットとしては、相談日当日の時間が非
常に有効活用できていることだと思います。直前
のキャンセル対応については、これまで緊急開催
でキャンセルはないのですが、万が一キャンセル
があっても、時間的にも労力的にも負担が非常に
軽いと思います。法律相談は、顔が見える相談と
して実施するメリットが非常に大きいと思います

が、心の相談では、あえて電話で相談をしようと
いうケースがありました。その場合は TOCOSの
システムを使って、相談者と通訳と専門家、さら
に私がコーディネーターとして立ち会い、4 者の
通話でつないで、心の相談を行ったことがありま
した。電話とテレビ電話でメリットとデメリット
がそれぞれあると思いますので、使い分けてやっ
ております。 

 

 
 

 

新居：電話がかかって、問い合わせもある中で一

つずつ対応し、専門家相談が必要かどうかという

判断が非常に大事だと思うのですが、そのあたり

を青柳さんが対応しています。どの相談を専門家

対応にするのかを選んでいくことも含めて、事前

の準備が大切だと感じます。 

外国人の相談において心の相談が多いというこ

とは CINGA で専門家相談会をやってきて感じてい

ることですが、このコロナによって、さらに多く

なっていると思います。心の相談対応の高田さん、

いかがですか。どのような感じで相談が来ていて、

どのようなところが大変か教えていただいていい

ですか。お願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

〇オンライン相談を実施して気づいたこと 
・遠方の相談者にも対応(たいおう)が可能 
・オンライン対応は現時点のできる限りの相談形式 
・相談実施までのオンライン相談の準備の手間 
・相談日当日の時間の有効活用 
・直前のキャンセル対応の負担 
・顔が見える相談と、あえて電話で相談を行うケース  
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＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

クリニカル・ソーシャル・ワーカー 高田友佳子 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 
高田：CINGAでクリニカル・ソーシャル・ワーカ
ーの専門家として心の相談を担当しております、
高田友佳子と申します。アメリカの子ども専門病
院でカウンセリング等をしておりました。本日は
よろしくお願いいたします。 
 
高田：今回もっとも特徴的なことは、心の問題を
抱え、かつ仕事を失って生活に不安があるという
ことで、問題が複雑化していることだと思います。
現在 TOCOS で統計をとっていますが、傾聴とい
う形での相談が 1日当たり少なくとも 5、6 件、毎
日のようにあり、ただ話を聞いてほしいと、延々
と話す方の相談もあります。 
その中で私が対応した案件が 2 件ほどあるので

すが、どちらも仕事を失ったり、あるいは職場と
のトラブルだったりで、お金がない、生活に困る
ということで、うつ状態になって、問題をどう整
理していいか混乱して分からないといったケース
でした。こころの相談では必要に応じて精神科医
につないでいるのですが、本来なら顔を見ながら
カウンセリングをするのがもっとも分かりやすく、
相手の表情も分かるのですが、どうしても顔を出
したくないという方が 1 人いたため、精神科医と
の話のときも、私との話のときも、顔を出さずに
声だけで判断することがあり、オンラインでの相
談の難しさを強く感じました。 
また、相談終了後に Email が継続して来るとい

う特徴もあります。通常ですと CINGA の専門家
相談会では時間内で相談を終わらせたらそれで終
わりという形が多いのですが、いろいろな状況が
複雑に絡み合っているため、引き続き支援が必要
ということで、ソーシャルワーカーとして支援す
る部分もあり、これからさらに難しくなると感じ
ております。精神科医ともいろいろ話をしていま

して、このコロナの状況が続く中で、心の問題が
自分にあると認識していないのだけれども、実は
深いところに根差している問題と生活の困窮や仕
事を失ったところが複雑に絡み合っているため、
今後も継続的にこうした形で心の相談につないだ
ほうがいい案件が増えていくのではないかと考え
ています。以上です。 

 
 

新居：ありがとうございました。専門家相談会を

10件対応してきて、いろいろなことが起きている

とは思います。皆さんは通常の専門家相談会をさ

れていると思うのですけれども、そことは決定的

に違うところがありますか。 

ご質問の中にも、お会いできないことや、手元

で資料が見られないといったことがあり、費用負

担の部分はどうなのかとのご質問も出ていますけ

れども、そのあたりも含めて、関さんから順番に、

3人にご意見を聞きたいと思います。 
 
関：ZOOM やその他のツールが非常に進化したの
で、昔に比べたらオンライン相談のハードルは下
がっているとは思うものの、今回やってみて分か
ったことは、相談のときに契約書のような書面を
拝見することは難しいということでした。画面共
有の機能をきちんと使いこなせる相談者が少数で、
かつスマホでアクセスしている人がすぐに契約書
を画面共有できるわけではないといったこともあ
ります。結局そこが解決できない問題として残っ
ています。よって、オンラインの限界を感じてい
る点が一つです。 
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 もう一つは、先ほどから話が出ている費用の問
題です。もともと外国人相談の場合は、費用をご
自分で払えない方が多くいらっしゃいます。つま
り資力が十分でない方が多いです。例えば法律相
談では弁護士費用と通訳費用をご自分で払えない
方が多いのですけれども、その場合に、先ほどか
ら名前が出ている法テラス（日本司法支援センタ
ー）が、民事法律扶助という形で法律相談料と通
訳料を代わりに払ってくれるシステムがあります。
在留資格がない人に関しては、日本弁護士連合会
で同じような制度をつくって補完しているのです
が、前者はいまだにオンライン相談には適用があ
りません。直近にこちらに来たお知らせでも、や
はりオンライン相談は原則として対象にならない
ということがはっきりと書かれています。遅れば
せながら日弁連の制度はオンライン相談に対応す
ることになったので、在留資格がない人向けの補
完制度のほうがオンライン相談への対応力が高い
という、逆転現象が発生しています。 
これから解決すべき点は多いと思っています。 

 
新居：全国から相談を受けられるメリットもあり

ますが、青柳さんは相談コーディネーターとして

相談をオンラインで受け調整してやっていくこと

についてはいかがですか。 

 
青柳：遠隔なので距離は感じないです。 
質問にも出ていますけれども、いつもと違うこと
は、コロナの影響があるところだと思います。コ
ロナの影響で仕事を失い、帰るところに飛行機が
飛んでいないといったことがあるので、遠隔とは
関係ありませんけれども、緊急開催の意義はあっ
たと思います。 
 
新居：困っている相談が多いですね。困窮状態の

方々のご相談が多いです。 

 
青柳：複雑ですね。就労の在留資格は仕事を基盤

にしているので、仕事を失った時点で何かしらに
変更しないといけません。現在の入管では就職活
動の特定活動を出しているのですが、仕事が簡単
に見つからない状況です。家賃が払えず、特定活
動が 6 カ月ですと行政の支援も受けられず、それ
によってメンタルが不安定になり、負のスパイラ
ルが生じています。本来なら本国に帰って休むと
ころが本国に帰れない状況があり、問題がいくつ
もあるためどこから手をつけていいか分からない
状況になっています。弁護士相談をやり、メンタ
ルの相談もやるなど、横断的に対応しなければい
けないケースが発生しています。 
 
新居：今回、コロナのこの時期にオンラインで緊

急開催をしていてもっとも感じることは心の相談

の多さなのですが、高田さん、心の相談はとても

多いですよね。実際に質やその他いろいろなこと

が平常時とは違っていますか。いかがですか。 

 
高田：青柳さんがおっしゃったように、平常時で
もさまざまな問題を抱えていらっしゃる方たちが
いると思うのですが、今回非常に特徴的なことは、
職を失い、特定活動に変更になり、収入もなく、家
賃が払えず家を追い出されるかもしれないといっ
た方々がいることです。しかし特定活動なので自
治体等からの貸付金の援助が受けられない、私は
いったいどうしたらいいの、死ぬしかないのかと
いう方がいます。 
心の相談としては、精神科医とつないで、とに

かくメンタルを落ち着かせた状態にすることです。
これまで普通に生活してきていた方たちは落ち着
けば次のステップに進むことができるだろうとい
うことで、実際に民間の相談機関に行ってもらっ
たり、自治体に相談したりといったことを考えて
います。大使館等に連絡をして援助の話をしたの
ですけれども、大使館によっては、そもそも小さ
い国ではそこまでの国力がなくて助けられない場
合があり、大きな国でもお金を出すということは
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なく、貸付だったらあるという状況があり、非常
に難しいと思いました。 
現在、心の問題で私たちのところに来ている方

たちは貸付の手続きを自分でするところまででき
ない状況で、非常に行き詰まっていることが特徴
として見受けられます。 
 
新居：そうした意味では、弁護士相談でも心の相

談でも、明日食べ物がないといった方々は通常の

相談にはいないけれど、このコロナ禍においては

多くあるということですね。関さん、明日食べ物

がないという方についての問題は初日から出てき

ましたが、システム的なところでも、食べ物さえ

なくて困っている方もいましたね。 

 
関：そうですね。結局 2012 年７月以降は 3カ月を
超える在留資格を持っている外国人は住民票に載
るようになり、自治体も施策の対象にしている場
合が多いのですが、今回は 3 カ月以下の在留資格
でコロナ感染拡大の状況に入ってしまった人や、
本来であれば 6 カ月の在留資格の許可になってい
そうだったけれどもコロナの影響で入管の手続き
が遅れ、その結果がきちんと受けられない人など、
いろいろなパターンがあります。そうした人たち
がセーフティーネットから完全にこぼれ落ち、法
律相談やメンタル面の相談だけではまったく解決
できず、直接的に食料援助をしないといけない案
件まであったことに驚きました。非常に深刻だと
思っています。 
 
新居：そうした問題があり、結局、専門家相談の中

でもできない部分があるため、今回 CINGA では、

東京都内にあるフードバンクのセカンドハーベス

トさんにご協力をいただいて、明日食べるものが

ないという方に対して食料支援をしております。

食べる物を食べて、生きることを整えたうえで考

えていかないと前に進めないこともあると思いま

す。この緊急オンライン専門家相談会をやってみ

て、こうしたライフラインを守る支援をやってい

かないといけないということが分かりました。こ

のような食糧支援は CINGA としては長くできるわ

けではないのですが、セカンドハーベストさんな

どと協力しながら一緒にやっていけたらと考えて

います。では、このセッションも間もなく終わり

ます。ひと言ずつメッセージがあればお願いしま

す。 

 
高田：現在ソーシャルディスタンスといわれてい
ますけれども、日本人も外国人も関係なく、周り
にいる方となんらかの形でコミュニケーションを
とる、話を聞く、話を聞いてもらうということが
非常に大事だと思うので、LINE のメッセージでも
かまわないと思います。ZOOMや Skypeを活用し
てもいいと思いますので、そうした形で、できる
だけコミュニケーションをとることを皆さんに心
掛けていただけたらということが、私からのメッ
セージです。ありがとうございました。 
 
青柳：この遠隔相談がスタンダードになればいい
なと思っています。昨日、法テラスのホームペー
ジを見ましたが、電話相談での予約を実施し始め
たようです。遠隔相談やテレビ電話の相談も検討
しているとニュースにも出ていましたので、私た
ちも 2012 年以降続いている法律相談や心の相談
を継続して、こうしたときだからこそ、やる意義
を感じながら今後も続けていきたいと思います。 
 
関：私は青柳さんと非常に似ている感想を持って
います。今回は緊急対応として、こうした遠隔オ
ンライン相談を実施したのですけれども、先ほど
の書面共有や費用の捻出という問題点は残るもの
の、それ以外は違和感がないと感じました。もと
もと少数言語の通訳が各地にいるわけではないと
いう問題や、外国人問題に精通した専門家が各地
にいるわけではないといった問題がある中で、必
要に応じてオンラインを活用して、今後は平常時
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においても外国人相談を充実していくことが必要
だと思うし、今回それが検証できたと思っていま
す。私も自分の立場で推進していきたいと思って
います。 
 
新居：ありがとうございました。CINGAは今月い
っぱいオンラインでの緊急相談を開催していくと
決めています。5 月末までは毎週金曜日の午後に
相談枠をつくっていますので、国際交流協会と自
治体経由でしたら全国に対応していけると思いま
す。まずは気軽に相談いただければと思います。
それでは、第 3 部を終了したいと思います。皆さ
ま、ありがとうございました。 
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＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

第４部 午後 3 時 35 分～午後 3 時 55 分（20 分） 

全体を通して-チャット機能を使った質疑応答 
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 
新居：皆さま、それでは、4時まで質疑応答をして

いただいて、出てきた質問に答えつつ、ご感想な

ども含めて聞いていこうと思います。 

 
村田:感想はいろいろあるのですけれども、第 2部
ですと医療現場からのお話で、TOCOS からも当
然いろいろな分野の専門機関につないで、その中
で医療は非常に大きなところです。その際に、や
さしい日本語と多言語化が両方重要であり、医療
現場につなぐということと医療現場における多言
語、もしくはやさしい日本語対応のそれぞれのプ
ロセスでまだ足りないところがあるというのは、
われわれも TOCOSを通じて非常に痛感している
ところです。その部分について、現場からこうし
た動きが出てきたということで、われわれもそこ
につなぐまでにどうすればいいのかという観点か
ら検討を進めないといけないというところが一つ
あります。 
第 3 部の多言語専門相談会については TOCOS

に限らず相談からつなぐということで、専門機関
につなぐということと、専門家につなぐというと
ころがあり、どちらも大変重要なところです。専
門家につなぐところについては、特にどのような
仕組みをつくるかが難しいと思います。そのため、
先ほども少し出てきましたけれども、今後は東京
都として TOCOSの先にあるような相談事業をつ
くっていくうえで、どのように仕組みをつくって
いくかということと、今後、社会の在り方が変わ
ってくると思うので、オンラインでどのようにや
っていくかというところもいろいろお話が聞けた
と思いました。 
 
 

武田：医療現場では「やさしい日本語」はまだまだ
認識されていません。医療通訳者との協働も進め
なければならないと、あらためて痛感しました。
また、外国につながりのある方もそうでない方も、
厳しい状況にある方は同時にいくつもの困難を抱
えておられます。そうした方々が医療機関に来ら
れた時には、最後のとりでとして十分にそれらの
困難に気づき、多くの専門家と協力して受け止め
られる体制が必要です。私は医学教育を専門とし
ていますけれども、そのような働きのできる医療
者を育成していきたいと思いました。 
 
石川:興味深く聞かせていただきました。やはり医
療者側のコミュニケーション教育はまだまだ十分
には行えていないところも多く、その中でも患者
さんと 1 対 1 でのコミュニケーションについてが
中心となっています。通訳を挟んだやりとり、家
族を含めたコミュニケーションなど、さまざまな
状況を想定したコミュニケーションの教育が今後
さらに必要になると感じています。ありがとうご
ざいました。 
 
岩田:やさしい日本語の普及は、日本語は難しいと
いう思い込みと、外国人は英語が分かるという思
い込み、この二つとの闘いだと思っています。今
回村田さんがお示しくださったデータでも、実際
に日本語で受けてから通訳に回すと、英語が全体
の 1 割程度しか使われていないという現状です。
半数以上は日本語を選んでいました。「英語を過大
評価せずに日本語をもう少し信頼しましょう」と
いう提案をもう少し広く普及していきたいと、あ
らためて思いました。以上です。 
 
新居：亀井さん、TOCOSにおいての傾聴はいかがで

しょうか。電話線をふさがない方法も含めて何か

ありましたらお願いします。 
 
亀井：先ほど TOCOSの仕組みの説明で、電話を
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取る相談員は 7 名体制と申し上げました。相談員
は相談対応の際に傾聴をすることがありますが、
時間の目安がありまして、30 分程度お話を聞いて
相手が落ち着いてこられたら、「ほかの相談者から
のお電話があるので 30 分にさせていただいてい
ます」と伝えていただき「またいつでも電話をく
ださい」と言って、その日は一度終わりにすると
いう方法をとっています。また、外国人本人では
なく支援者の方や怒っている日本人の方からの電
話も多いのですが、そうした方にはコーディネー
ターが対応します。そうすると、7 人の相談員は電
話がとれる状態のまま、私たちが後ろでその電話
を受け取ってじっくりお話を聞くことができます。 
 
新居：TOCOS の相談センターには心が不調な外国

人の方からの相談のほか、日本人からのお怒りの

電話やいろんなお電話がかかってくると思います。

毎日毎日、相談対応をされていると思うのですが、

相談員さんがストレスを抱えてしまう、もしくは

燃え尽きてしまってはいけないと思うのですが、

夕礼や朝礼で何か工夫をしていますでしょうか。 

 
青柳：ややこしい場合にはすぐにコーディネータ
ーを呼んでもらって、コーディネーターが入るよ
うにしています。朝礼は始まる 15 分前です。夕礼
は終わってから 45 分、ZOOM で顔を合わせて、
変わった相談や、あんな話があったよとか、言い
たいことを言って皆で共有します。皆さんも在宅
でやっているとそうだと思いますが、自宅で仕事
をしていると気持ちの切り替えが難しいと想像し
ます。仕事の不満を吐き出して、皆で共有して、終
わるようにしています。 
 
新居：おそらくこのコロナ禍において大勢の方が

ストレスを抱えた状況にあって、それぞれの立場

で頑張って生きていると思います。もちろん TOCOS

は電話で、CINGAは ZOOMを使ってということです

が、関さん、顔が見えるメリットは何かあります

か。この質問にも出ていますが、顔が見えたほう

がいいということはありますか。 
 
関：顔は間違いなく見えたほうがいいです。弁護
士の場合、普段からあまり電話相談をしていない
か、やりたくないという人が多いです。それはや
はり、こちらが何かアドバイスをして分かっても
らえているか、あるいはどの程度回答に満足して
もらえているかが、表情を見ないと読み取れない
からです。表情を見ながら常に軌道修正して、も
う少し簡単に話したほうがいいなとか、もう少し
省略したほうがいい、もしくはもう少し詳しく説
明したほうがいいなといったことを常に努力する
と思いますが、顔が見えないとできないわけです。
そういう意味では、ZOOM であっても顔が見えて
いるということは非常に大きなメリットであると
感じています。 
 
 
新居：顔が見えるということは非常に大事ですね。

ここで現在、私たちは画面に映っていますが、こ

の向こうに何百人もいらっしゃる方々を実感でき

ないのは、顔が映っていないからです。私どもと

しても、人と人の顔が見えて話せる状況が早くき

たらと強く思います。 

最後にひとつ、質問を受けて終わりにしようと

思います。村田さんのところでもお話があったと

思いますが、電話、もしくは顔が見えても ZOOM だ

とそこから手が伸びていかないので、実際にその

人の書類を書いたりはしてあげられないと思いま

す。そうしたとき、自治体でたらい回しになって

しまう状況が起きているかと思うのですが、そこ

については TOCOS のほうで積極的に仲介していま

すか。 

 
亀井：TOCOS は電話のみの対応ですので、ご本
人が相談したいときや詳細を聞かなければならな
いときには、可能であれば、ご本人が役所や管轄
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機関の窓口に行きます。そして、その場にいる職
員の方とのやりとりを TOCOSが電話で通訳サポ
ートをして、記入のお手伝いをするということを
試みたりしています。現在はコロナの影響で役所
の窓口も来所ではなく郵送やインターネットにし
てくださいというところが比較的多いことが悩み
です。これまで TOCOSでは実際に、相談者が窓
口からこちらに電話をくれてサポートをしたこと
が何度かあります。この方法であれば、通訳を通
してご本人がきちんとしかるべき説明を聞きつつ、
書類に記入するお手伝いができるのではないかと
思っています。 
 
新居：今日の報告にあったように、非常につらい
思いをされている方々には心の相談で受け止めて
もらいながら伴走支援などをしていただいている
と思います。高田さん、大変ですよね。現在大変な
事例を何件か抱えていると思いますがどうでしょ
うか。 
 
高田：先ほど関さんがおっしゃったのですが、や
はりカウンセリングにしろ、精神科にしろ、どの
ような状況でいるのか、相手の表情を見ることが
非常に大切です。今回 ZOOM によって相談者側
が、自宅にいるからベッドに横になっているので
顔を映したくないということもありました。それ
を受け入れて話をしたのですが、相手の状況を見
ることができないのはなかなか厳しいです。対面
であれば必ず顔を見ることができるし、状況も見
ることができますが、そのあたりが ZOOM の難
しいところだと感じています。新居さんがおっし
ゃったのですけれども、伴走支援がどこまででき
るのかということです。できることとできないこ
とを明確にお伝えはしているのですけれども、心
の問題を抱えている方は、ご自分で整理をして理
解することができないことがあるものですから、
延々とやりとりが続いていることがあり、大変で
す。 

 
新居：それでも皆さん、明日からまた頑張ってい
きましょう。見ていらっしゃる多くの方々は、相
談現場や自治体、国際交流協会などで実践をされ
ている方々だと思います。東京はまだ予断を許さ
ない状況で、非常事態宣言解除後も元どおりの生
活に戻るまではだいぶ長いとは思います。 
しかし、こうして今日のようにつながっている

ことを実感しつつ、具体的なことを意見交換して、
明日から自分たちの現場に生かせるようなネット
ワークをこれからも築いていけたらよいと思いま
す。このつなりを第一歩にして、一緒に全国的に
活動が続けれられたらと思います。 
 TOCOS に関しては、一つずつ、先への積み重
ねが大事かと思っております。これからもまた一
緒に頑張っていきたいと思います。 
最後に、皆さんはチャットで意見を多く書いて

いけます。本日 4 時の時点で、この画面に顔が映
らなくなってしまうのですが、30 分間はチャット
をオープンにします。できたら本日 3 時間、また
は一部参加して、感じたことをこのチャットに書
いていただいて、皆さんがこの場に参加いただい
たということ、その仲間になっていただけたら私
たちのこれからの励みにもなりますし、その感想
がもしかしたら今後の新しい課題提起になってい
くかもしれません。最後チャットで、ひと言でも
いいので、振り返りや感想を書いていただけたら
ありがたいと思います。 

 
最後に副代表の関さんからごあいさつをしていた

だいて終わってよろしいでしょうか。 

 
関： こぢんまりした報告会のつもりで最初は企画
しましたが、前日になったら参加者 350 人という
状況となり、どうなることかと思いました。 
 聴衆の姿が見えないため逆に緊張しなかったと
いうこともあるかもしれないのですが、結果とし
てはそれぞれいいお話ができたのではないかと考
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えております。 
 CINGA はこのような形で、ほかの団体といろい
ろ協力しながら、可能な限り外国人支援を皆様と
一緒に続けていきたいと思いますので、よろしく
お願いします。 
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＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 
参加者からのひとこと（チャット機能を使って） 

※一部抜粋、省略、加工をしています 
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 
走りながら対応されていった現場感の一端を知るこ

とができました。引き続き大変でしょうが頑張って

ください。お話ありがとうございました。 

 

新居さん！大変参考になりました。OneNote の活用は

今後､災害支援にも役立つ情報でした。ありがとうご

ざいました。 

 

新居さん、お疲れさまでした。とてもよかったです。

今日のセミナーは歴史的な意義があると思います。 

 

よかったです！！ありがと。 

 

日本語学校の留学生で、今にも生活に困って食べ物

もない、というような相談がありました。どの貸付金

でも給付金でも、すぐその日にお金がもらえるわけ

ではないので、どのように答えたらいいのか悩みま

す。また、こうしたときに、大使館、領事館はなにか

してくれるのでしょうか。法律相談で、コロナ関係は

どんなものがありますか？ 

 

オンラインができない相談者はありますか。電話だ

けでは難しい案件もあるかと思います。手元に共通

の書類があるかどうかなど。 

 

オンライン対応時の通訳費用はやはり民事法律扶助

の対象とはならなかったということですね。東京の

弁護士会あるいは法テラス等に対して今後の課題と

して働きかけなどは行っていますか？もしくは弁護

士会、法テラス内でその議論が始まっていたりはし

ませんか？ 

 

とてもいいお話をありがとうございました。 

今回のご経験をふまえて、日常の外国人相談事業で

やっておくといいことなどあれば、教えてください。 

 

大使館も対応できない人はその後どのように支援さ

れたのでしょうか。 

 

不安で話を聞いてほしいという相談者からの相談に

どこまで対応するか悩みます。相談電話の回線をず

っとふさいでしまうことにならないように、ある程

度時間がたった時点で切らせていただくのですが、

何度もかかってきます。こんな風に対応したらいい

というようなやり方があるでしょうか。 

 

やさしい日本語で、説明書や申請書が書かれていた

ら、読んでもらったら、理解できるのでしょうね。今

感じました。 

 

日本人からの電話はどういう内容なのか、差し支え

ない範囲で共有いただけますでしょうか。 

 

ありがとうございます！相談員の傾聴の姿勢＋30 分

の目安、１回の相談で全部対応せず、「またかけてい

いよ」というあたりを意識してみます。 

 

コロナ渦の混乱を逆に追い風にして前に進まれてい

るなと感じました！皆さま本当にお疲れ様でした 

 

今日ありがとうございました。 

 

お疲れ様です。色々聞いて勉強になりました。特に医

療現場と優しい日本語との関係は参考になりました。 

 

あっという間の３時間でした。有難うございまし

た！ 

 

すごく勉強になりました。ありがとうございまし

た！ 

 

緊急に関係者が連携することの大切さを身にしみて
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感じました。常に連携しているからこそできたので

しょうね。見習ってやっていきたいです。 

 

パチパチ… 

 

お疲れさまでした。ありがとうございました。 

 

お疲れ様でした。 

 

新居さん、素晴らしい企画でした。形式的ではなく、

規模が大きくても内容の濃い報告会でした。まさに

今後につながるものだったと思います。 

 

第１部の TOCOS の立ち上げや仕組みに関する説明で

ようやく全体像がわかりました。通訳・翻訳・相談に

ついてはできるだけ協力しますので、これからもど

うぞよろしくお願いします。 

 

医療通訳をしています。大変参考になりました。あり

がとうございました。 

 

今日は有意義なお話しをありがとうございました。 

 

何よりも迅速にここまでのシステムを構築されたこ

とが素晴らしいと思います。とてもいい勉強になり

ました。 

 

様々な分野の多職種連携の力強さを感じました。こ

れからのこのような webinar をお願いします。 

 

ありがとうございました！全国ですでに食べること

に困っている外国人が続出していることを身にしみ

て感じました。 

 

とても勉強になりました。本当にみなさんよくやっ

ておられると思います。みなさんご自身が燃え尽き

ないように、どうか気を付けてお過ごしください。 

 

本日は、ありがとうございました。とても参考になり

ました。 

 

大変勉強になりました。ありがとうございました。 

 

お話が聞けてよかったです。勉強になりました。 

 

とても勉強になりました。ありがとうございました。 

 

本日の本当にいいお話をきかせてもらってありがと

うございました。 

 

とてもエネルギッシュな取組みに感動しました！あ

りがとうございました！引き続きよろしくお願いし

ます！ 

 

大変勉強になりました。有り難うございました! 

 

大変勉強になりました。 

 

外国人支援を医療分野で行っていますが、私の県で

もこのようなシステムが構築出来たらいいなと思い

ました。 

 

傾聴 30 分... ことばで言えば一言ですが、ほんとう

に大変ですね。Zoom というメディアで枠を保つのは

難しいことだと思います。枠が崩れれば、相談者の気

持ちも崩れたり... 自分で立ち直れる相談者なら大

丈夫ですが、そうでない相談者もいらっしゃいます

よね。何かできることがあれば... と、 

 

緊急対応が出来たことが素晴らしいと思います。勉

強になりました、お疲れ様です。 

 

短い期間にそれぞれの分野の専門家の方々が力を尽

くして活動をされていたことがわかりました。あり

がとうございました！ 
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緊急に関係者が連携することの大切さを身にしみて

感じました。常に連携しているからこそできたので

しょうね。見習ってやっていきたいです。 

 

ありがとうございました。とてもいい報告会でした。

まだまだ大変な日々が続くと思いますが、みなさん

どうぞ、お身体を大切に。 

 

ありがとうございました。勉強になりました。One 

Note の活用も検討していきたいです。 

 

今，聞けてとてもよかったです！2 週間でご準備くだ

さったみなさまに心から感謝申し上げます!!  自治

体、医療現場、相談対応現場、そして研究・教育現場

の各専門家が本気になったら短期間で、こんなこと

ができる！と実証していただき元気が出ました！今

だからこそできることを、また探し行動していきた

いと思います。 

 

CINGA さんの力強さを感じました。東京都からの受

託？事業なのかと思いますが、受託者を引っ張って

いるという感じですね。東京都を変えていってくだ

さい。 

 

新居さん、本日のパネリストのみなさん、今日はとて

も充実した報告会をありがとうございました。CINGA

の底力を見せて頂きました。 

迅速に立ち上がった TOCOS の背景をお聞きして、東

京都職員の皆さんにも感謝です。 

 

医療従事者です。学生の頃からやさしい日本語講座

を受けたり、多文化交流をしていました。今回スピー

ディな情報提供をしていただき、大変参考になりま

した。やさしい日本語の普及に、地方でも取り組んで

行けるように邁進したいです。ありがとうございま

した。 

 

参加してよかったです！私もがんばります。ありが

とうございました。 

 

東京でも多言語相談窓口がしっかりと機能している

ことを知り、とても安心しました。病院受診への通訳

は、全国に少なくとも 50 団体（国際交流協会や NGO)

などに 1500 人以上の医療通訳者がいますので、各地

域で受診が発生する時は繋げられるシステムができ

ればいいなと思いました。 

 

今後もこのような zoom の会を持っていただきたい。

地方在住者にはありがたい仕組みです。 

 

お話をうかがいながら思いました。心身ともに大切

になさってください！ 

 

今日の報告会、大変刺激になりました。TOCOS のよう

に横のつながりが広がることで、支援を必要とする

人たちにつながるんだと思います。参加報告を上司

にしますが、私達の相談窓口にも何か取り入れられ

るように話し合っていきたいと思います。 

 

素晴らしい企画、お話ありがとうございました。とて

も勉強になりました。ONENOTE について知ることがで

きたのも良かったです。導入したいです。 

 

本日は貴重なお話を聞かせていただきありがとうご

ざいました。大学のゼミで共有したいと思います。 

 

外国人総合相談センターから参加させていただきま

したが、本当にありがとうございました。件数は少な

いですが、コロナウイルスの関係で困っていらっし

ゃる外国人の方を何とか救えないかと思っておりま

す。参考になることが多くあり本当に参加させても

らってよかったと思っております。今後何かこのよ

うなことがあればまた参加させていただこうと思い

ます。 
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CINGA のみなさんをはじめ、今回の素晴らしい取り組

みに敬意を表したいと思います。CINGA の底力を実感

しました。今日の情報発信と共有、誠にありがとうご

ざいました。 

 

皆様お忙しい中、それぞれのお立場から貴重な経験、

感想、今後の展望等をお話しくださり有り難うござ

いました。 

 

東京都での外国人支援の先進的な取り組みお聞きで

き、とても有意義な時間になりました。看護職の教育

や今後の地域での取り組みに活かしていきたいと思

います。 

 

わたしの職場では一日の相談件数はとても少ないで

すが最前線で頑張っていらっしゃる方たちのご苦労

を考えると言葉になりません。みなさんお体に気を

付けて頑張ってください。ほんとうにありがとうご

ざいました。 

 

やさしい日本語を医療従事者の皆様に知っていただ

く活動をしております。 

 

有意義な報告会、ありがとうございました。改めて

「連携」「協働」の重要性を思いました。私の住んで

いる地域で今ある問題を改善できるよう、協力者と

ともにコミュニケーションをとって連携を進めてい

きます。 

 

地域で民生委員をやっています。全国組織の民生委

員が今回のコロナでなにもできていないというジレ

ンマがあります。Zoom というツールの経験もでき、

みなさんの活動もしることができて、3 時間あっとい

うまでした。ありがとうございました。 

 

とても勉強になりました。今回このような報告会を

開催していただき、ありがとうございます。地方在住

の者ですが、実はコロナウイルスに関する相談がほ

とんど寄せられません。地方で外国人相談の受け皿

になっていらっしゃる方、相談件数はどのくらいあ

りますでしょうか・・？ 

 

３時間、通しで参加させていただきました。大変参考

になりました。ありがとうございました。医療方面に

近いのですが、介護の日本語を専門に教えています。

今後やさしい日本語の普及にも携わっていきたいと

思っています。本日ご登壇いただいた皆様に感謝申

し上げます。 

 

もともとの活動報告会の日本語事業について知りた

くて申し込みをしました。別の機会に日本語事業に

関する情報共有もさせていただけるとありがたいで

す。本日のそれぞれの発表、とてもよかったです。コ

ロナ禍に CINGA が精力的に様々な仕組みをつくられ

た経緯や事業内容がよくわかりました。今後もぜひ

連携させてください。 

 

登壇者の皆様、お疲れ様でした。 

 

色々な試みの後ろにあるご苦労、それを支える情熱

を知ることができました。大きなことはできなくて

も、自分ができることをするというのは大事なこと

だと思います。私も頑張りたいと思いました。とても

勉強になる報告会をありがとうございました。 

 

国際交流団体勤務者です。大変勉強になりました。今、

勤務ができない状況で、外国人の方がどんな情報を

欲しているか、どんな状況にいるかがわからない状

況でしたが外国人の方の置かれている状況・どんな

ことに困っているかがよくわかり今後の勤務につな

げていきたいと思います。ありがとうございました。 

 

現在の皆さんの活動内容や具体的な現場の情報をう

かがいたいと思い参加しましたが、それ以上に皆さ

んの思いを感じたり、これだけ奮闘されている方々

がいらっしゃることが自分にとっての励みになりま
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した。今日いただいたパワーをもとに、自分の現場で

も地道なことを続けていきたいです。ありがとうご

ざいました。 

 

CINGA の皆さんお疲れ様です。とても勉強になりまし

た。ありがとうございます。これからもよろしくお願

いします。CINGA 頑張ってください。 

 

3 時間、ありがとうございました。たいへん勉強にな

りました。必要な人に必要な支援を届けるためのス

ピーディな対応はすばらしいと思います。また、私は

地方在住ですが、オンラインによる対応が地方のハ

ンディを軽減するのにも役立つということで、心強

く思いました。この経験が新しい社会のあり方につ

ながることを楽しみにしたいと思います。 

 

多文化共生と日本語教育を学んでいる学生です。 

 

貴重なご報告をありがとうございました。日本語支

援の現場にいます。また「やさしい日本語」を県内に

普及したいと個人で奮闘中です。今日のお話は大変

参考になりました。医療現場での「やさしい日本語」

は常々非常に重要だと考えていますが、個人の力で

どうしたらよいのか模索中です。少しずつでも前に

進んでいきたいと思います。 

 

ありがとうございました！全国ですでに食べること

に困っている外国人が続出していることを身にしみ

て感じました。 

 

FB で COVID-19 多言語情報を在住者やコミュニティ

のみなさんに発信しています。TOCOS などの電話相談

情報も流しています。 

https://www.facebook.com/groups/22460534 

 

大学で多文化共生、やさしい日本語について学んで

いる者です。コロナで世界中が混乱する状況の中で

今まで以上に多文化共生ややさしい日本語の重要性

について考えさせられました。迅速に素晴らしい取

り組みをして頂いていることに感謝致します。本日

は貴重なお話を聞かせていただき本当にありがとう

ございました。今後の学びに繋げていきたいと思い

ます。 

 

無理だと思わずにとにかく動くことが大事なんだと

改めて思いました。実現には、普段からのつながりや

信頼関係が威力を発揮しますね。地道なネットワー

クづくりが基盤になるんだなと思います。 

 

ありがとうございました。あらためて、自分ができる

こと、みんながいるからできること、考える機会をい

ただきました。明日から？また頑張ります。 

 

相談や通訳派遣における遠隔対応、こちらでも試行

しているところですので、大変参考になりました。 

 

コロナウイルスの関係で、相談体制がかわり、これか

らは電話やZOOMなどを利用することが増えるかと思

いました。相談員・相談者にこういうシステムに対応

できるかどうかが心配ですが、やるしかないなと思

いました。今日はありがとうございました。とても参

考になりました。 

 

内容とても参考になりました。できることをできる

場所で続きていきたいと思います。お話を聞けば聞

くほど、短期間のうちに準備された企画ということ

で、皆さまの熱意や労力に頭が下がります。今後もま

だまだ支援は続きますが、どうぞご自愛ください。登

壇者の皆さま、司会運営の新居さま、有意義な報告会

をありがとうございました。 

 

この機会に遠隔支援が継続できると外国人の相談の

機会が増えますね。東京都のスピーディな対応すご

いですね。励みになりました。今日はありがとうござ

いました。 

市の相談窓口です。4 月の緊急事態宣言以降、急激に
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増えました。留学生のアルバイトがなくなったり、外

国語教師が失業したなどです。支援策の相談は日本

語学校の関係者からもありました。 

 

貴重な報告会で、新たな取り組みを素早く立ち上げ

た関係者のみなさまに敬意を表します。なお、東京都

の隣接県の自治体や多文化関係の中間支援組織との

協働はどうされているのか、気になりました。 

 

私のような日本にいる外国人を補助するみんなさん

の活動報告を見てとても安心と感じています。コロ

ナウイルスの状況でみんなが落ち着いて生活できる

ようにしていただきありがとうございます。 

 

今日は本当にありがとうございました。オンライン

セミナーは初めてでしたが、手軽に参加でき、大きな

可能性を感じました。Zoom などを利用した遠隔相談

や WEB セミナーはぜひ取り入れていきたいと強く思

っているのですが、現状、セキュリティについて不安

視しているため、なかなか活用させてもらえそうに

ありません。これから気長に説得を続けるしかない

ですね。社会が大きく変化していることに早く気付

いてほしいです。 

 

Tocos の運営方法がとても参考になりました。これか

らの相談窓口運営にも役立つ情報が満載でした。皆

さまのご尽力に敬意を表したいです。ありがとうご

ざいました。 

 

素晴らしい取り組みばかりで感激しました！ 

私は在留資格・国籍を中心とした相談のコーディネ

ートを行っているのですが、参考になることばかり

でした。特に、TOCOS のしくみ、素晴らしいです。 

情報共有の仕方、相談票の工夫など、今日いただいた 

情報をもとに、頑張りたいと思います！ 

 

大変勉強になりました。TOCOS については、Twitter

等でこういうところができた、というところまでは

知っていたのですが、具体的に知らなかったので、い

い機会になりました。医療現場におけるやさしい日

本語のお話や、専門家相談会についてもみなさんの

熱意とフットワークの軽さがあってこそ実現してい

ると感じました 

 

大変勉強になると同時に、生きるか死ぬかの瀬戸際

にいる方々の話に胸が痛くなりました。国際交流協

会として何をすべきか、何ができるか、既存の枠組み

にとらわれずに考えていきたいと思います。ありが

とうございました。 

 

本日の報告会を開催して頂き、ありがとうございま

した。宣言中にもがんばっていらっしゃる姿をうか

がうことができ、今後の励みになります。 

 

こういう相談する場を作っていただきありがとうご

ざいました。身近に住んでる外国人の方たちが今お

困りでないか、声をかけていきたいです。 

それと、役所も「やさしい日本語」で分かりやすく発

信する必要がある、ということを改めて感じました。 

 

学ぶことの多い報告会で、３時間あっという間でし

た。国際交流協会として外国人への情報提供は行っ

ていますが、武田先生のご提案のように、第２波に備

えて関係機関にやさしい日本語を改めてお伝えして

いくことはとても意義があると感じました。パネリ

ストの皆さん、ファシリテーターの新居さん、ありが

とうございました。 

 

TOCOS の設立経緯、CINGA の活動を具体的にお聞きで

きて本当によかったです！皆様の「何とかしなけれ

ば」という熱い思いから次々つながったネットワー

クに感銘を受けました。医療通訳が鍵とのことでし

たが、こちら今医療通訳は電話になり、いろいろ難し

い点もあります。ただオンライン化が進む中、県境を

越えて繋がる可能性もあるような気がします。 

皆さんがそれぞれの専門分野をベースにしながら、
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また、様々な苦労をされながら、助けを必要としてい

る人に何とか手を差しのべようと活動されている姿

に頭が下がる思いです。大学のあるグループからこ

の企画のお知らせがあり参加しましたが、貴重な経

験ができ、大変勉強になりました。今すぐには思いつ

きませんが、今後自分の身近でできることを考えて

いきたいと思います。どうかお身体にはお気をつけ

て頑張ってください。 

 

遠隔のコールセンター構築のお手伝いをさせていた

だきました。とても急ぎで構築が必要ということで

亀井さん、青柳さん、新居さんが大変そうでしたが無

事に支援ができ、また 4/17 日にクリティカルな相談

にも対応されたということで本当によかったです。

今日のセッションでは TOCOS 立ち上げの経緯、東京

都の決断のスピード等伺うことができました。また

現場の相談状況として電話やビデオ会議で対面相談

をこえるメリット,・代替できている部分もあるとい

うことで少しでも多くの人が支援を得られることを

願っております。 

 

当センターでもコロナ関係の相談が非常に増えてお

り、大変勉強になりました。オンラインの活用につい

ても、今後検討していきたいと思います。ぜひまたご

相談させていただければ、と存じます。今後ともどう

ぞよろしくお願いいたします。 

 

大変勉強になりました。やさしい日本語のサイトを

ぜひ活用させていただきたいです。コロナのこのよ

うな状況下で何ができるかを真っ先に考えて行動す

る皆さんのパワーには敬服します。地方からの専門

家の相談も受けていただけると聞いて、その言葉が

あるだけで、心強いです。 

 

弊社ではいくつかの地方自治体にサービス提供して

いるなかで、外国人からの相談は地域によりますが、

確実にあります。 

県の職員として、公務員に対する「やさしい日本語」

研修をかれこれ８，９年続けています。一般の行政職

のかたはもちろんですが、別途、保健所で母子保健関

連や結核服薬指導にあたられる保健師さん、保育園

の保育士さんなどが多いですが、精神保健のかたも

入られます。コロナ検査の動画には本当に感動しま

した。絵が一つあること、現場や実物があることの伝

えやすさは理解していたのですが、動画+音声の力は

ぜひぜひ、もっといろんな場面用に作成、利用してい

ただきたいです。時代が変わったことを痛感しまし

た。 

 

大学で教員をしております。TOCOS の取り組み、詳し

くは知りませんでした。3 者が協力してこのような取

り組みが行われていることを学生たちに伝えてまい

ります。今日も指導学生が何名か参加しています。そ

の一人はミャンマーからの参加です。第二部の映像

は今度わたしが担当している 1 年次演習（コミュニ

ケーション専攻）で取り上げます。学生たちに映像を

見せる前にまず書き換えを行ってもらうつもりです。

100 秒という長さが絶妙だと思います。わたし自身す

でに 5,6 回見ました。そして、第三部の取り組みも

こういう状況下でこのように行っていることがわか

りました。 

 

大変参考になりました。東京都、国際交流団体、CINGA

さんが中心となって，短期間でこのような組織を立

ち上げられたのは驚くべき実行力です。今日のパネ

リストの関係者の方々も本当に参考になる事例、ご

意見ありがとうございました。 

 

新居さん、本当にすごいです。でも、身体だけは大事

にしてくださいね。くれぐれもご自愛のほど。では、

所用があるのでこれで失礼します。 

 

多文化共生生活相談窓口（ワンストップセンター ）

を 30 箇所お手伝いしていて、コロナに関する相談が

確実に増えています。 

新居さん、皆様お疲れさまでした。多くのことを学ば
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せていただけました。皆様の「気持ち」があったから

こそこれだけのことが素早くできたのだなと敬服し

ています。地方には専門家、通訳者のリソースが不足

しています。四谷にできる外国人共生センターにこ

の TOCOS や遠隔の専門家相談会の機能を引き継いで

いただきたいと切に願っています。今後ともよろし

くお願いします。 

 

パネリストの皆様、ありがとうございました。TOCOS

への問い合わせの多さに驚きました。それだけ、困っ

ている外国人が多いこと、そして仕事・生活・お金と

複雑に絡み心の問題になってくるであろうこと実感

することができました。地域の国際交流協会として

できることについて、考えさせられました。また、医

療分野での「やさしいにほんご」の普及活動について

は、未来を感じることが出来ました。医療現場の意識

が変わることで、気持ちが楽になる外国人の方も多

いと思います。CINGA の皆様、短い期間で内容の濃い

報告会をありがとうございます。3 時間長いな～と思

いましたが、気が付けば途中退会せず最後まで充実

した時間となりました。 

 

保育園を運営する事業者です。外国人の同僚、地域の

為に在留外国人相談センターの開設が急務だと、皆

様の話を聞いて思いました。あっという間の 3 時間

でした！次回は、皆様に実際にお会いしたいと思い

ました。本当に有難うございました。 

 

皆さん、長時間の会議お疲れ様でした。今の状況でこ

れだけ多方面からの支援者がいることに希望を感じ

ます。ありがとうございます。 

 

地方で今移動ができないので、オンラインで実施し

ていただき参加することができました。たくさんの

勉強になる話を聞けました、ありがとうございまし

た。期間の短い在留資格の方の支援をどのようにす

ればよいか、今後考えていかなくてはならないと感

じました。 

本日は貴重なお話をありがとうございました。まだ

実際に外国人の方からご相談をお受けいただいてい

る中で、現在のご対応の状況をお伺いできて大変勉

強になりました。TOCOS でやさしい日本語での対応が

多かったことも大変参考になりましたし、武田先生

をはじめとする医療との連携、新居みどりさんの行

動力、行政書士や弁護士の先生に専門的な相談がで

きる窓口の設立と実践、ただただお話ししたい相談

したい、そういう外国人の方がいて、その受け皿があ

ること、そのどれもが今この国でくらす外国人の助

けになっている、それがとても心強く感じました。私

自身は全国のコロナウイルス に関する外国人向け

の相談窓口を調べましたが、「コロナウイルス 」に関

する相談が可能なのかどうかがHPではわからないも

のが多かったように感じましたし、都道府県によっ

ては見つけられなかったところもありました。一貫

した言語サポートや情報のアクセシビリティの改善

が必要だと思っていますが、この国で暮らす全ての

人が安心して暮らせるようになる一歩に皆さんのご

活動が生かされているということを感じました。あ

りがとうございました。 

 

本日はありがとうございました。全国の現場にいら

っしゃるかたがつながれることは、すばらしいです

ね 

 

企画ありがとうございました。新居さんをはじめ

CINGA 他関係者の皆さんの奮闘・努力に頭が下がりま

す。日頃入管相談の対応で、やさしい日本語のむずか

しさを感じています。また、国籍に関わらず、今回の

新型コロナ禍で飲み込めない思いを抱えている相談

者も少なからずいると感じています。今日のパネリ

ストの皆さんのお話を参考に、今後の相談対応など

に生かせればと思います。 

 

多文化共生と日本語教育を学んでいる学生です。 

やさしい日本語についての話題が特に興味深く、参

加させていただきました。やさしい日本語をすぐに
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使いこなせるようにならなくても、みんなが少しず

つ相手の立場に立って考えられるようになったらい

いなと思います。今日はありがとうございました！ 

 

すみません、学習支援のかたわらでの視聴はやはり

難しかったです。（涙）皆様、お疲れ様です。とにか

く長い長い道のりのスタートが切れたこと、よかっ

たです。それぞれができることを、ちょっとだけ無理

して、一緒に頑張りましょう！ 

 

新居さん、ご登壇のみなさま、本日は、本当に有難う

ございました。４月からの短い時間の中で、ここまで

のシステムを作り上げ、進めていらっしゃること、た

だただ感服と、尊敬の極みです。具体的な事を共有し

てくださり、自分が、今かかわっているところでは何

ができるか、多くのヒント、そして原動力をいただき

ました。  

 

長時間の報告会大変お疲れ様でした、ご準備も大変

だったでしょう。各面から外国の方のために力を入

れて下さり、本当にありがたいと思っています。

CINGA の実力も見せられました、おりがとうございま

した、大変勉強になりました。 

 

皆さんの熱意と「遠隔相談をスタンダードに！」との

言葉に感銘を受けました。ありがとうございました。 

 

非常に参考になりました．特に TOCOS 様の迅速な対

応及び連携体制が素晴らしく実感しました。本日の

報告者の皆様お疲れ様でした。ありがとうございま

した。今後ともよろしくお願いします。 

 

ボランティア活動を行っている大学生です。 

コロナの影響により短期間で多くの方々が動き、

様々な方法で問題解決をしていることにとても感銘

を受けました。また、第二部での、やさしい日本語を

知らない学生が多いというお話や、やさしい日本語

の重要性に共感、そして今後は医療だけでなく様々

な場面でも活用できたら多文化共生の道は更に広が

ると思いました。本日は貴重なお話ありがとうござ

いました。 

 

ありがとうございました。皆さん、長時間ご苦労様で

した。 

 

オンラインでこんな充実した報告会が開けるなんて、

目からウロコでした。相談システムも大変勉強にな

りました。今後の中国帰国者支援に役立てて行きた

いと思います。パネリストの皆さんお疲れ様でした。

参加してよかったです。ありがとうございました。  

 

分野の方々との連携で支援活動が進んでいることに

大変感銘を受けました。現在、毎週病院にリハビリで

行く怪我をしていて、その機会の外国人が医療をス

ムーズに十分受けられているのかを調べていますが、

通訳アプリで対応している状況とのこと。コロナ対

応も東京や大阪からはかなり遅れていると実感して

います。このような機会を得たので、今回はお互いつ

ながることができませんが、さきほど同じ県の方が、

自分の県でも進めたいと書いておられたので、何ら

かの方法でつながって協力できるといいなと思いま

した。 

 

日頃、地元の多文化共生センターで当番しておりま

すが、このコロナ以来、面談での外国人相談ができな

くなりました。そこで、電話相談で相談者からの事務

所への電話をスマホを介して通訳者（自宅）に繋ぐと

いうアナログ的な相談を実施しています。Web 会議方

式は参考になりました。 

 

新居様、本日は招待してくださりありがとうござい

ました。また、パネリストの皆様もありがとうござい

ました。とても勉強になりました。 

 

3 月までは健康不安の相談が多くありましたが、4 月

以降労総問題が増えて,います。遠隔の専門家相談会、
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行政窓口での書類記入と通訳協力など参考になりま

す。 

 

多言語化も必要だとは思いますが、「やさしい日本語」

をもっともっと普及させていく必要があると感じま

した。本日はとても勉強になりました。ありがとうご

ざいました。それと、「完全オンライン実施」も素敵

です！ 

 

皆さま、お疲れ様でした！TOCOS に携わっている皆様

のエネルギーとご苦労、そして、コロナ禍での在留外

国人が抱える問題の深刻さを知るいい報告会だった

と思います。特に医療現場での取り組みや、メンタル

サポートは大変重要な役割だと感じました。TOCOS の

設立が、皆で力を合わせて、日本における多文化共生

社会を作っていく転機になることを祈っています。

私自身も、社会が抱える問題に、社会の一員（当事者）

として向き合っていきたいと改めて感じることがで

きたいい報告会でした。 

 

OneNote での相談表入力や傾聴と長時間の相談対応

も大変勉強になりました。ありがとうございました。 

 

動くことに制約が出ていた時期に迅速に支援システ

ムを立ち上げられたこと、敬服致します。お話にもあ

りましたが、有事にこそ平時の積み重ねが生きると

感じました。新居さんをはじめご報告の皆様、ありが

とうございました。 

 

ファシリテーターの新居さん、パネリストのみなさ

ん、今日はどうもありがとうございました！最近の

相談内容には同じような傾向があり、最初から最後

まで、すごく勉強になりました。いろんな課題がある

なかで、支援の方向性や体制・システムづくり、個別

の相談者への対応、スタッフ一人一人のケアなど、今

後に向けて考えるヒントをたくさんいただきました。

ネットの環境や便利なツールのおかげで、意外と離

れていてもできることがあるんだなと思う反面、離

れているからこそのチームづくりの大変さもあるな

と思いました。でも、そこは走りながら考えるでもい

いんですよね！？ 

 

オンライン相談の可能性…、オリンピックの語学ボ

ランティアの活用と絡めて都の通訳ボランティアバ

ンクなどの制度が実現すれば・・・とも思いました。  

やさしい日本語は、医療の現場もですが、貸付業務等、

申請受付の社協や自治体窓口にも広がればと思いま

す。やさしい日本語への変換辞典？検索システム（こ

の言葉なら、このように言い換えると分かりやすい

などの）があれば・・・と思います。  今日はあり

がとうございました。 

 

ありがとうございました。登壇された皆さま、大変お

疲れ様でした。最前線の対応状況や事例を知ること

ができ、大変勉強になりました。遠隔でもできること

が色々とありそうですね。協会としてできることを

あらためて考えたいと思います。今後ともよろしく

お願いいたします。 

 

新居さん、パネリストのみなさま、本日はお疲れさま

でした。全体の様子がわかってよかったです。 

 

新居さん、パネリストのみなさま、本日は、貴重な報

告をありがとうございました。医療通訳者として「や

さしい日本語」を心がけることで 

 

みなさんのお姿に【ＪＩＮ―仁】が重なりました。 

 

新居さん、パネリストのみなさま、本日は貴重な報告

をありがとうございました。医療通訳者として「やさ

しい日本語」を心がけて訳出をしたいと 

 

CINGA、新居さん、緊急活動報告会を企画運営してく

ださり感謝いたします。コロナもこの先、第２波、第

３波が想定されますので、負担が特定の団体に集中

しないよう、具体的な事例などを共有させていただ
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きながら相談対応を実施したいと思います。本日は、

参加された皆様、本当にお忙しい中、有り難うござい

ました。 

 

本日は、貴重な報告会に参加できて 

とてもよかったです！ 

 

内容の濃い 3 時間でした。皆様の熱意に圧倒されま

した。スペイン語圏の友人が職を失い、力をなくして

いました。TOCOS の話をして動こうとしています。 

 

私も在日外国人相談支援に携わりたいという思いが

あり、色々と勉強しているところでしたので、最前線

で活動している方々のお話を聞くことができ、大変

為になりました。ありがとうございました。 

 

本日は貴重なお話をいただき、ありがとうございま

した。 私は大学にて、多文化共生・コミュニティ通

訳を専門に学んでいます。 また将来、行政に携わり

たいと志しており、日本の多文化共生社会の実現に

向けて貢献していきたいと考えています。そこで今

回、TOCOS の立ち上げから実施における過程、そして

生の現場の声を知ることができ、ますます相談体制

の重要性を実感しました。 日本人である私でさえ、

この状況に不安を感じており、外国にルーツのある

方々の不安は計り知れないほどであるように感じま

す。その中で、このように相談体制が整ったことは、

外国人の皆さんにとって大きな心の支えになったの

ではないかと思います。 

今の自分ができること、そして将来の自分ができる

ことを考える契機となり、さらに意欲が湧きました。

本日はありがとうございました。 

 

ありがとうございました。大変参考になりました。新

居さん、お疲れ様でした！ 

 

新居様、登壇者の皆様のお話を聞くことができ、とて

もよかったです。本当に短い時間でトコスを立ち上

げて、動いていること、みなさんの力で、安心できた

方たちがたくさんいると感じました。そして、同時並

行して医療者向けの動画を作っていくパワーにも、

圧倒されました！活動が制限されている状況ですが、

今自分たちにできることは何だろう、と背筋がのび

る思いです。どうもありがとうございました。 

 

先ほどチャット上で、地方で相談件数が無いと申し

た者です。お答えいただいたみなさま、ありがとうご

ざいました。また、CINGA 様をはじめ、本日報告会を

企画していただいた方々へ心よりお礼申し上げます。

大変勉強になりました。参考にさせていただき、早速

行動に移したいと思います。 

 

新居様、登壇者の皆様のお話を聞くことができ、とて

もよかったです。本当に短い時間でトコスを立ち上

げて、動いていること、みなさんの力で、安心できた

方たちがたくさんいると感じました。そして、同時並

行して医療者向けの動画を作っていくパワーにも、

圧倒されました！活動が制限されている状況ですが、

今自分たちにできることは何だろう、と背筋がのび

る思いです。どうもありがとうございました。 

 

＊＊＊＊＊＊＊ 

 

新居さん、貴重な機会をありがとうございました。東

京都の迅速な動きに感銘を受けました。セクターを

超えた協力の賜物ですね。「やさしい日本語」は、外

国人だけでなく、あらゆる立場の方々の安心と安全

の医療にもつながるということを発信していきたい

です。皆様からのコメントが、とても励みになりまし

た。チャットを使っての感想募集、よいアイデアでし

たねー。武田裕子＠デジタル化はつらいけどがんば

ります 

 

新居さん、パネリストのみなさま、おつかれさまでし

た。TOCOS や医療現場でのやさしい日本語普及の話を

聞いて、多くの方がご自身でできることを考えるき



53 
 

っかけになるいい報告会だったと思います。そして、

心の相談分野では、複合的な問題で心が疲れている

外国人への対応の難しさを痛感しています。その状

態になる前にサポートができるように、WeCare が居

場所づくりとして開催していた「リポーズ」も Zoom

を使えば可能なので、誰も助けてくれない、ひとりぼ

っちという声に対応できる場を早急に検討していき

ます。 高田友佳子 

 

パネリストとして参加しましたが、全国で外国人支

援に携わっておられる皆様のメッセージを見て、元

気をもらっております。青柳りつ子 

登壇者のみなさま 

本当にお疲れ様でした。 

16 時 30 分に終了しますが、 

またみなさんの感想などもお聞かせください 

色々なこと無理を申しすみませんでした。 

でも、一緒に活動できてよかったです。 

これからもどうぞよろしくお願いいたします。 

 

みなさま 

これにて終了します。たくさんのメッセージありが

とうございました。 新居みどり 
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